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武道館落成
　

　待望の武道館が完成。４月２０日に

落成式典が行われ大勢のお客さんでに

ぎわいました。

　新武道館は、鉄骨二階建てで、柔道や

剣道の試合が２面使用できる広さと

なっています。木材はできる限り四万

十市産ヒノキ等を使用し、災害時の避

難施設として、備蓄倉庫、会議室、冷暖

房設備および自家発電設備も設置され

ております。

　四万十市の武道が益々発展しますよ

う、みなさん大いにご活用ください。
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天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合（
理
事
長
　

國
吉
康
夫
）が
経
済
産
業
省
の「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
る
商
店
街
と
は
、地
域
の
特
色
を
生
か
す
独
自
性
、地
域
活
性
化
に
精
力
的
に
取
組
む
商
店
街

を
経
済
産
業
省
が
平
成
18
年
度
か
ら
不
定
期（
３
〜
４
年
ご
と
）に
選
定
。

四
万
十
市
か
ら
は
、
平
成
21
年
度
に
四
万
十
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
女
性
部「
四
万
十
玉
姫
の
会
」が
選
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

天
神
橋
商
店
街
は
四
万
十
市
内
７
商
店
街
の
内
、
唯
一
ア
ー
ケ
ー
ド

を
有
し
て
い
る
商
店
街
で
、
四
万
十
市
の
商
店
街
を
牽
引
す
る
中
心
的

な
商
店
街
で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
高
知
県
制
度
を
活
用
し
、
新
規
創
業
者
を
育
成
す

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
開
始
し
、
同
商
店
街
内
に
２
店
舗

が
独
立
開
業
し
て
い
ま
す
。
開
業
す
る
際
に
、
県
・
市
の
「
空
き
店
舗
補

助
」
制
度
を
有
効
活
用
し
新
規
創
業
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
の

工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
を
行
い
、照
明
器
具
の

L
E
D
化
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
常
夜
灯
と
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
に
関
し
て
も
、
商
店
街
の
各
店
舗
を
回
る
「
商

店
街
ツ
ア
ー
」、各
店
舗
の
自
慢
の
一
品
を
販
売
す
る「
ワ
ン
コ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
」、納
涼
祭「
土
曜
夜
市
」、お
か
み
さ
ん
ま
つ
り
、

「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」放
映
に
か
か
る
ド
ラ
マ
・
ロ
ケ
地
マ
ッ

プ
の
作
成
等
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
に
は
中
平
市
長
・
尾
﨑
県
知
事
を
訪
問
し
、

が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。そ
の
後
、

天
神
橋
商
店
街
で
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
完
成
・
選
定
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、多
く
の
参
加
者
が
天
神
橋
へ
集
ま
り
ま
し
た
。

　

天
神
橋
商
店
街
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
買
い
物
の
目
的
が
な

く
て
も
行
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
商
店
街
に
す
る
た
め
に
、

引
き
続
き
商
店
街
振
興
へ
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。」と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

天
神
橋
商
店
街「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」に
選
定

移
住
支
援
住
宅
に

　
　
　

修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

天神橋アーケード改修・選定記念イベント 市長訪問

　

市
で
は
移
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。よ
り
多
く
の
人
に
移
住
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
移
住
支
援
に
使
用
す
る
住
宅
の
修
繕
・
改
修
に
か
か

る
費
用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
事
業
完
了
後
5
年
間
、そ
の
住
宅
を
移
住
支
援
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
者
　

次
の
①
、②
の
ど
ち
ら
か

　

①
住
宅
の
所
有
者

　

②
高
知
県
外
か
ら
移
住
を
希
望
す
る
人
、も
し
く
は
移
住
を
し
て
1
年

　
　

を
経
過
し
な
い
人

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
に
所
在
す
る
住
宅
で
、現
在
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
、も
し
く
は

申
請
者
の
上
記
②
に
該
当
す
る
補
助
対
象
者
が
居
住
を
し
て
い
る
住
宅
。

補
助
対
象
経
費

　

住
宅
の
修
繕
・
改
修
に
か
か
る
費
用

　

委
託
料
、工
事
請
負
費
、備
品
購
入
費
、需
用
費
、役
務
費
等（
廃
棄
物
運

　

搬
費
お
よ
び
処
分
費
を
除
く
）

補
助
率
　

10
／
10（
補
助
金
上
限
額
50
万
円
）

募
集
期
間
　

5
月
30
日（
金
）ま
で
　

※
補
助
条
件
等
に
つ
い
て
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
で
は
移
住
希
望
者
に
賃
貸
す
る
住
宅
を
探
し
て
い
ま
す
。空

　

き
家
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課
　

☎（
3
4
）1
1
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
3
5
）0
0
0
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災害に備えて ～防災活動の紹介等～

平成26年 四万十市防災標語　　『 高めよう 家庭の中から 防災心 』

【
古
津
賀
第
二
団
地
自
衛
消
防
隊
が
知
事
表
彰
受
賞
】

　

３
月
、高
知
市
に
お
い
て
、「
高
知
県
自
主
防
災
組
織
知

事
表
彰
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、自

主
防
災
活
動
に
つ
い
て
、特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
団
体
を
表
彰
し
、
他
の
模
範
と
す
べ
き
取
組
を
広
め
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
４
団
体
が
表
彰
さ
れ
、う
ち

四
万
十
市
か
ら「
古
津
賀
第
二
団
地
自
衛
消
防
隊
」（
防
災

会
長：

渡
辺
利
一
さ
ん
、
隊
長：

佐
竹
和
さ
ん
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
活
動
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
、
学
校
と
連
携

し
た
訓
練
や
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
と
合
同
の
防
災
活
動
を

実
施
し
て
い
る
等
の
取
組
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
創
意
工
夫

し
た
自
主
防
災
活
動
に
取
り

組
み
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

【
中
村
一
条
通
１
丁
目
区
防
災
会
設
立
】

　

３
月
、
中
村
一
条
通
１
丁
目

区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ

れ
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

地
区
住
民
が
集
ま
り
、
設
立

に
併
せ
て
購
入
し
た
防
災
資
機

材
の
使
用
方
法
を
確
認
し
た
後
、

消
防
署
員
立
ち
合
い
の
も
と
消

火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
活
動
の
紹
介

発
電
機
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
活
動
広
場
を

　
　
　
　
　

整
備
い
た
だ
き
ま
し
た

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
等
の
防
災
活
動
を
継
続
し
、

地
域
の
「
つ
な
が
り
」
と
「
備
え
」
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
】

　

自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
３
月
22
日

に
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、県
内
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事

例
を
学
び
、「
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
た
動
機
」「
地
域

の
自
主
防
災
活
動
の
特
長
」「
今
後
の
取
組
」等
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
自
主
防
災
組
織
が
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
か
参
考
に
な
っ
た
」「
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る

悩
み
や
課
題
を
共
有

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

他
地
域
の
自
主
防

災
組
織
と
の
交
流
・
意

見
交
換
は
防
災
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
り

ま
す
。
研
修
会
等
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

県
内
を
中
心
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
展
開
す
る「
ヒ

ワ
サ
キ
」（
日
和
崎
二
郎
社
長
、
本
社：

高
知
市
）
様
よ
り
、

災
害
時
等
に
有
効
な
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
社
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
、四
万
十
市

を
は
じ
め
、県
内
沿
岸
部
の
19
市
町
村
に
計
22
台
を
寄
贈

す
る
も
の
で
す
。

　

四
万
十
市
の
防
災
行
政
へ

の
貢
献
に
厚
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
、今
後
、寄
贈
い
た
だ

い
た
発
電
機
を
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

四
万
十
市
古
尾
地
区
に
お
い
て
、林
道
の
整
備
事
業
を

請
け
負
う
豚
座
建
設
㈱
様
が
、緊
急
時
に
限
り
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
活
動
可
能
な
広
場
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、同
社
が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
、道
路
脇
の
空
地
を
舗
装
し
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

正
規
の
災
害
対
応
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

急
患
の
搬
送
な
ど
差
し
迫
っ
た
状
況
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
活
動
に
支
障
の
な
い
よ
う
、古
尾
地
区
の
ご
協
力
を
得

て
、周
辺
の
木
の
伐
採
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、災
害
対

応
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

を
進
め
な
が
ら
、ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
活
動
可
能
な

場
所
の
調
査
・
把
握
を

行
っ
て
お
り
、今
回
整
備

い
た
だ
く
と
こ
ろ
も
そ

の
一
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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【次世代スピーカー】
ホーンアレイスピーカ

　

平
成
26
年
１
月
号
か
ら
掲
載
し
て
い
た
家
庭
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
今
回
が
最
終
回
で
す
。

災
害
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
得
た
情
報
や
知
識
を
た
だ
「
知
っ
て
い
る
」
だ
け
に
留
め
ず
、「
行

動
」に
つ
な
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。今
後
も
こ
れ
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
活
用
い
た
だ
き
、確

認
で
き
た
ら
　

し
て
、家
庭
の
防
災
力
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

□
災
害
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
。（
行
政
の
防
災
情
報
等
を
確
認
す
る
）

　

※
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、資
料
を
集
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。左
は
一
部
で
す
。

 

・
高
知
県
発
行
冊
子「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ち
ょ
き
」（
各
戸
配
布
済
。市
役
所
に
在
庫
あ
り
）

 

・
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

　

↓h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.k
o
c
h
i.lg
.jp
/
so
sh
ik
i/
0
1
0
2
0
1
/

 

・
こ
う
ち
防
災
情
報
↓h

ttp
:/
/
k
o
u
h
o
u
.b
o
u
sa
i.p
re
f.k
o
c
h
i.jp
/

 

・
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓h

ttp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jm
a
/
in
d
e
x
.h
tm
l

 

・
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
地
震
・
津
波
防
災
情
報
）

　

↓h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/
life
/
m
e
n
u
/
m
e
n
u
_
b
o
u
sa
i.h
tm
l

　

□
自
宅
や
職
場
、買
い
物
等
よ
く
行
き
来
す
る
場
所
付
近
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る
。

　

※
例
え
ば
…
実
際
に
自
宅
や
職
場
か
ら
近
く
の
避
難
場
所
ま
で
歩
い
て
み
て
、か
か
る
時
間
や
途

　
　

中
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
確
認
す
る
。

□
日
頃
か
ら
家
庭
で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

・
災
害
時
の
安
否
確
認
・
連
絡
方
法
　
　

・
避
難
場
所
・
避
難
方
法
の
確
認
　
　

・
備
蓄
品
の
確
認

 

・
屋
内
・
屋
外
の
安
全
対
策
に
つ
い
て（
家
具
転
倒
防
止
対
策
・
耐
震
化
等
）
　

等

□
地
域
の
防
災
訓
練
・
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
。

 

・
訓
練
に
参
加
し
て
、消
火
器
等
の
防
災
資
機
材
の
使
用
方
法
や
応
急
救
護
の
方
法
等
を
身
に
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。ま
た
、い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
何
度
も
訓
練
を

　

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

・
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、地
域
の
人
と
の
助
け
合
い
、「
共
助
」の
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
毎
月
第
１
日
曜
日「
四
万
十
市
自
主
防
災
の
日
」に
何
か
１
つ
防
災
活
動
を
す
る
。

　

※
例
え
ば
…
こ
の
日
に
、こ
れ
ま
で
の
家
庭
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
中
か
ら
１
つ
実
践
す
る
、

　
　

家
庭
で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
う
、備
蓄
品
を
１
種
類
準
備
す
る
等
、で
き
る
範
囲

　
　

で
構
わ
な
い
の
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

整備したリヤカー

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は6月1日（日）～家族で震災時の対応について話し合いをしよう～

家
庭
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
〜
行
動
編
〜

　

四
万
十
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、情
報
伝
達
手

段
の
多
重
化
の
施
策
と
し
て
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。防

災
行
政
無
線
と
は
、屋
外
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ

る
と
き
や
発
生
し
た
と
き
、
避
難
の
呼
び
か
け
、
災
害
の
規
模
や
状
況
に
つ
い
て
、

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
皆
さ
ま
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
に
親
局
、中
継
局
を
整
備
し
、海
岸
部
を
中
心
に
全
50
局
の
屋
外
拡

声
子
局
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
し
た
屋
外
拡
声
子
局
の
う
ち
、
下
田
・
八
束
地
区
内
39
局
に
つ
い
て
、

５
月
か
ら
試
験
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

現
在
、サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
消
防
団
員
の
招
集
を
は
じ
め
、全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J-

A
L
E
R
T
）か
ら
受
信
し
た
緊
急
情
報（
緊
急
地
震
速
報
、

津
波
警
報
等
）な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
こ
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
行
っ
て

い
き
ま
す
。（
※
J-

A
L
E
R
T
か
ら
受
信
す
る
緊
急
情
報
は
全
50
局
に
接
続
し
て

い
ま
す
。本
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
る
新
た
な
子
局
に
つ
い
て
も
順
次
接
続
し
ま
す
の

で
、有
事
の
際
に
は
自
動
放
送
に
よ
り
情
報
発
信
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

な
お
、サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
定
時
の
時
報
に
つ
い
て
は
、運
用
を
始

め
た
地
区
か
ら
メ
ロ
デ
ィ
ー
音
で
の
放
送
と
な
り
ま
す
。朝
、昼
、夜
と
各
地
区
に

よ
っ
て
時
間
帯
に
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
現
状
と
合
わ
せ
た

運
用
を
心
掛
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
試
験
運
用
を
開
始
し
ま
す

デジタル
防災行政無線
システム

J-ALERT

拡声放送

地区からの連絡

文字放送
I P告知端末への放送

光回線

屋外拡声子局

★
右
の
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
地
震
・
津
波
防
災
情
報
）に
は
、「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」「
洪
水
・

　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」「
避
難
場
所
・
避
難
施
設
」等
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。（「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」「
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
つ
い
て
は
市
役
所
に

　

配
布
用
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

種　　別 運　用 地　区

①平常時  
　防災訓練、各種広報、時報（メロディー）
②消防情報 
　消防団員の招集（サイレン）など
③防災対策  
【J-ALERTからの緊急情報（自動放送）】
　緊急地震速報、津波に関する注意報・警報
　武力攻撃（弾道ミサイル・大規模テロ）など
【J-ALERT以外からの緊急情報】 
　災害時（水害、土砂災害、地震）の避難勧告など

H26.5月～
H28.5月～
H26.5月～
H28.5月～

H26.5月～

H26.5月～
H28.5月～

下田・八束
中村地域
下田・八束
中村地域

設置完了し
た全子局

下田・八束
中村地域

屋外拡声子局（間崎）
野鳥自然公園

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

平
成
26
年
5
月
号
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経
営
所
得
安
定
対
策
と
は
？

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ
の
差

額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経

営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を

図
る
も
の
で
す
。
交
付
金
は
作
付
面
積

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
主
な
対
象
作
物

・
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食

用
米
を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

・
水
田
で
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
・
地

域
の
特
色
あ
る
産
品(

産
地
戦
力

枠)

を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

平
成
26
年
度

　
　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

日　　　時

５月12日（月）

1回目受付　14：00～

2回目受付　18：00～

５月13日（火）

1回目受付　14：00～

2回目受付　18：00～

５月14日（水）

1回目受付　14：00～

2回目受付　18：00～

５月15日（木）

1回目受付　14：00～

2回目受付　18：00～

５月16日（金）

1回目受付　14：00～

2回目受付　18：00～

５月18日（日）

1回目受付　14：00～

受付場所

四万十市竹島4294-1

　四万十農園あぐりっこ

会議室

四万十市蕨岡甲314

　JA高知はた中村東部出

張所2階会議室

四万十市国見581

　JA高知はた中村西部事

業所2階会議室

四万十市岩田3

　JA高知はた中村北部出

張所2階会議室

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

対象地区

下田・八束地区

富山・蕨岡地区

中筋・東中筋地区

後川・大川筋地区

東山・具同・中村

全地域

【受付日程】

【問い合わせ先】（市）農林課　農業振興係　0（34）1117　JA高知はた中村支所　販売課　0（34）3200
　

市
で
は『
地
球
温
暖
化
防
止
』や『
生
物
多

様
性
保
全
』と
い
っ
た
環
境
保
全
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
方
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
営
農
活
動
が
、
実
は
『
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
』に
結
び
付
い
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、次
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
援
の
対
象
と
な
る
人

　

市
内
に
ほ
場
の
あ
る
方
で
、販
売
を
目
的

と
し
た
生
産
を
行
う
農
業
者
や
共
同
販
売

経
理
を
行
う
集
落
営
農
、農
業
者
グ
ル
ー
プ

●
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

　

（
１
）
5
割
低
減
の
取
組
＋
エ
コ
フ
ァ
ー

　
　
　

マ
ー
の
認
定
＋
次
の
①
〜
③
い
ず

　
　
　

れ
か
の
取
組

　
　

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
等
）の
作
付

（
５
割
低
減
の
取
組
を
行
う
作
物
の

前
後
で
緑
肥
等
の
作
付
）

※
緑
肥
等
と
は
、レ
ン
ゲ
や
菜
の
花

　

等
を
い
い
ま
す
。

　
　

②
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥
を
施

　
　
　

用
す
る
取
組

（
５
割
低
減
の
取
組
を
行
う
作
物
の

前
後
で
Ｃ
/
Ｎ
比
が
10
以
上
で
あ
っ

て
腐
熟
し
た
堆
肥
を
施
用
す
る
）

　
　

③
土
着
天
敵
の
温
存
利
用
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

５
割
低
減
の
取
組
と
は

県
が
農
産
物
の
基
本
的
な
栽
培
に
用
い
ら

れ
る
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量
・
化
学
合
成

農
薬
の
成
分
数
（
慣
行
基
準
）
を
定
め
て
い

ま
す
。５
割
低
減
と
は
慣
行
基
準
の
半
分
以

下
に
す
る
取
組
で
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は

平
成
11
年
7
月
に
制
定
さ
れ
た「
持
続
性
の

高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
持
続
農
業
法
）
」
に
基
づ
い
て
、

県
に「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導

入
に
関
す
る
計
画
」を
提
出
し
て
認
定
を
受

け
た
農
業
者
の
こ
と
で
す
。

　

（
２
）有
機
農
業
の
取
組（
化
学
肥
料
、薬
を
使
用

し
な
い
取
組
）

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
、エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
同
様
の
持
続
的
な
農
業

生
産
方
式
で
あ
る「
１
土
づ
く
り
に
関
す
る

技
術
」「
２
化
学
肥
料
低
減
技
術
」「
３
化
学

農
薬
低
減
技
術
」の
３
つ
の
技
術
を
一
体
的

に
行
っ
て
い
れ
ば
該
当
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額

　

取
組
面
積
　

10
ａ
当
た
り
　

最
大
8
千
円
以
内

　

（
国：

1
/
2　　

県
・
市：

1
/
4
）

●
申
請
期
間
　

6
月
30
日（
月
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）農
林
課
　

農
業
振
興
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　

交
付
申
請
に
つ
い
て

6
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四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業

農
地
の
貸
し
借
り
に
伴
う

　
　
　

賃
借
料
の
お
知
ら
せ

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
よ
う
と
す
る
方
々
へ
賃
借

料
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
平
成
25
年
１
月
〜
12
月
ま

で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借（
利
用
権
設
定
）の

賃
借
料
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

10
ａ
当
た
り
は
、左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

備考
　賃借料を物納支給（水稲）している場合は、60㎏当たり14,600円に換算しています。
　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※農地の貸し借り、売買および転用については市ホームページをご参照ください。
http ://www.c ity .sh imanto . lg . jp/gyose i/nougyou/ index.html

【問い合わせ先】（ 市 ） 農林課　農地管理係　0（34）1521

市全域
基盤整備したところ（76筆）

　　　〃　　未実施（21筆）

平均額

14,700

14,600

最高額

21,700

14,600

最低額

14,000

14,000

■田  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a：円）

市全域

締結（公告）された地域

基盤整備したところ（22筆）

　　　〃　　未実施（5筆）

平均額

18,000

23,700

最高額

26,000

26,000

最低額

10,000

14,600

■畑  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a：円）

締結（公告）された地域

　

本
年
度
、
新
し
く
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
る
人
、
猟
銃
の
所

持
許
可
を
取
得
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、取
得
の
た
め
の
経
費
支

援
を
行
い
ま
す
。補
助
の
対
象
者
は
四
万
十
市
内
在
住
の
人
で

す
。市
内
に
お
い
て
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
を
確

約
す
る
書
類
の
提
出
も
要
件
と
な
り
ま
す
。補
助
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、昨
年
度
に
引
き
続
き
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
報

償
金
に
１
頭
当
た
り
幼
獣
に
千
円
、成
獣
に
8
千
円
の
上
乗
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
鳥
獣
被
害
緊
急
捕
獲
対
策
事
業
に

よ
る
も
の
で
、対
象
と
な
る
獣
は
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
と
な
り
ま
す
。

上
乗
せ
額
を
請
求
す
る
た
め
に
は
左
記
の
と
お
り
写
真
や
確
認

物
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
予
備
講
習
会
費
用
へ
の
補
助

　

一
般
社
団
法
人
高
知
県
猟
友
会
が
実
施
す
る
初
心
者
講
習

　

会
の
受
講
料

　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
7
千
円
以
内
/
人

２
射
撃
教
習
料
へ
の
補
助

　

猟
銃
所
持
許
可
申
請
に
係
る
射
撃
教
習
の
受
講
料

　

猟
銃
所
持
許
可
取
得
者
3
万
7
千
円
以
内
/
人

　

※
過
去
に
射
撃
教
習
を
受
講
し
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

必
要
な
も
の

１
写
真
の
提
出（
印
刷
さ
れ
た
も
の
）

①
捕
獲
し
た
獣
と
捕
獲
者
が
写
っ
た
も
の（
捕
獲
者
と
捕
獲

獣
が
別
々
で
も
可
）

②
捕
獲
日
、有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
番
号
等
の
分
か
る
黒
板

（
用
紙
）が
写
っ
た
も
の

③
捕
獲
獣
の
右
側
面
に
捕
獲
日
を
ス
プ
レ
ー
等
で
記
入
し
た
も
の

２
確
認
物
の
提
出

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
と
も
に
両
耳
と
尾

　

※
捕
獲
さ
れ
た
個
体
が
幼
獣
か
成
獣
か
の
判
断
は
市
が
提

　
　

出
さ
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）農
　
　

林
　
　

課
　

☎（
3
4
）1
1
1
8

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
料
補
助

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
８
千
円
の
上
乗
せ

■
木
造
住
宅
へ
の
市
の
補
助
金
は
、最
大
１
５
０
万
円

　
　

市
で
は
、
新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、
一
定
量
以
上
の

市
産
材
を
使
用
し
、
所
定
の
条
件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、

市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
施
主
に
助
成
す
る

制
度
を
、
本
年
度
も
４
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

   【
補
助
対
象
要
件（
概
要
）】

１
．建
築
工
事
の
着
工
前
で
あ
る
こ
と

２
．
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

と
な
る
人

３
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

４
．建
築
延
べ
面
積
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

５
．
市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、
建
築
さ
れ

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
補
助
申
請
前
に
事
前
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、左
記
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）農
　
　

林
　
　

課
　

0（
３
４
）１
１
１
８

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

0（
５
２
）１
１
１
１

交
付
決
定
件
数

23
件

29
件 

38
件 

市
産
材
使
用
量（
年
間
の
平
均
値
）

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.68
立
方
メ
ー
ト
ル

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.70
立
方
メ
ー
ト
ル

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.63
立
方
メ
ー
ト
ル 

補
助
金
額（
同
上
）

１
２
９
万
円

１
２
７
万
円

１
１
５
万
円 

【
補
助
金
額
】

 

　
　
　
　
　
　

市
産
材
使
用
量

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満 

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

補
助
金
額
の
上
限(

１
戸
あ
た
り
）

　
　

８
０
万
円

　

１
１
０
万
円 

　

１
５
０
万
円

年
度

 

23
年
度

 

24
年
度

 

25
年
度

■
平
成
23
‐
25
年
度
実
績（
平
成
26
年
３
月
末
現
在
）

★
農
地
の
賃
借
料（
平
成
25
年
1
月
〜
12
月
）

平
成
26
年
5
月
号
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４
月
号
に
続
き
、
３
月
市
議
会
定
例
会
に

お
け
る
市
長
施
政
方
針（
要
旨
）に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。

【
地
震
津
波
対
策
】

　

26
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
対
策

の
柱
を
３
項
目
に
定
め
、
こ
れ
ま
で
に
増
し

て
災
害
に
強
い
四
万
十
市
を
目
指
し
て
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

①「
災
害
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策
」

　

下
田
、八
束
、東
山
の
各
地
区
や
自
主
防
災

組
織
と
協
議
し
集
中
的
に
進
め
て
き
た
津
波

避
難
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
残
る
50
路
線
を

整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。ま
た
、下
田
水

戸
地
区
に
お
い
て
２
箇
所
目
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
東
日

本
大
震
災
前
か
ら
整
備
し
て
き
た
も
の
を
含

め
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
で
津
波
避
難
路

１
１
７
本
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
４
箇
所
が
完

成
し
、
津
波
避
難
施
設
の
整
備
が
概
ね
完
了

す
る
こ
と
に
な
る
。

②「
守
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
対
策
」

　

下
田
中
学
校
周
辺
の
高
台
で
進
め
て
い
る

防
災
拠
点
基
地
整
備
は
、
下
田
中
学
校
の
体

育
館
に
自
家
発
電
設
備
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
旧
体
育
館
跡
地
に
防
災
活
動
拠
点
施
設

お
よ
び
60
ｔ
級
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備
す

る
。八
束
地
区
は
、防
災
拠
点
基
地
整
備
お
よ

び
八
束
保
育
所
の
移
転
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。
両
事
業
と
も
整
備
に
必
要
な
部
分
の

用
地
交
渉
を
行
う
と
と
も
に
、
用
地
取
得
に

伴
い
県
知
事
へ
の
事
業
認
定
申
請
を
行
う
。

土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
中
山
間
地
で
の
孤
立

対
策
と
し
て
、
西
土
佐
大
宮
地
区
に
臨
時
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
候
補

地
調
査
を
引
き
続
き
行
う
。

③「
災
害
に
強
い
組
織
・
施
設
を
整
え
る
対
策
」

　

消
防
団
員
の
火
災
、水
防
、土
砂
災
害
等
へ

の
出
動
に
対
し
出
動
報
酬
を
新
設
し
、
処
遇

改
善
を
図
る
。ま
た
、地
域
の
自
主
防
災
組
織

に
対
し
、助
言
や
指
導
等
、地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
人
材
を
養
成
す

る
た
め
、
26
〜
27
年
度
で
約
50
人
の
防
災
士

の
養
成
を
図
っ
て
い
く
。

　

市
内
部
の
災
害
発
生
時
の
優
先
業
務
な
ど

を
整
理
し
、
業
務
が
停
滞
し
な
い
こ
と
を
目

的
に
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
は
、
25
年
度

に
下
田
、
八
束
地
区
へ
の
整
備
が
完
了
し
た

の
で
４
月
よ
り
先
行
し
て
運
用
を
開
始
す
る

と
共
に
、
東
山
、
中
村
、
具
同
、
後
川
、
東
中
筋

地
区
で
整
備
を
継
続
し
て
行
う
。

【
自
主
防
災
組
織
活
動
活
性
化
】

　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、
25

年
度
末
で
97
・
５
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

２
月
22
日
に
は
「
幡
多
自
主
防
災
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
し
ま
ん
と
」と
題
し
て
、市
内

お
よ
び
幡
多
郡
内
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
約

３
０
０
人
の
参
加
に
よ
る
活
動
啓
発
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。
防
災
標
語
の
表
彰
式
や
家

具
転
倒
防
止
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講

演
、市
、自
主
防
災
会
連
合
会
お
よ
び
市
内
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
販
売
業
者
の
３
者
に
よ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
締
結
し
た
。

【
四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
】

　

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
が
中
心
と

な
り
８
年
に
一
度
四
万
十
川
を
会
場
と
し
て
、

四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
が
５
月
11
日
（
日
）

に
不
破
河
川
敷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
市

職
員
の
他
、自
主
防
災
組
織
、消
防
団
な
ど
防

災
関
係
機
関
か
ら
多
数
参
加
す
る
予
定
で
、

大
規
模
災
害
の
中
で
の
役
割
分
担
や
関
係
機

関
と
の
情
報
伝
達
方
法
の
確
認
な
ど
実
際
の

災
害
に
近
い
訓
練
の
中
で
、
検
証
を
含
め
有

意
義
な
訓
練
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の
成
立
に
基

づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
27
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
26
年
度
に
は
、
子
育

て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
方
な
ど
で
組
織
す

る
「
四
万
十
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
し
、
25
年
度
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
ご
意
見
を
お
聴
き
し
た
う
え
で
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
を
一
期
と
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

す
る
。

【
中
学
校
給
食
】

　

中
村
地
域
の
中
学
校
給
食
は
、
25
年
10
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
て
、
回
答

者
２
５
２
８
人
の
内
、「
給
食
を
実
施
す
べ

き
」78
％
、「
実
施
す
べ
き
で
な
い
」６
％
、「
分

か
ら
な
い
・
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」が
16
％

の
回
答
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
四

万
十
市
中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
」
で
検
討

い
た
だ
い
た
結
果
、「
給
食
を
実
施
す
べ
き
」

と
の
答
申
を
受
け
、
26
年
度
に
新
た
な
給
食

セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
を
行
う
。今
後
、セ
ン

タ
ー
の
建
設
場
所
や
規
模
等
詳
細
に
つ
い
て

検
討
課
題
は
あ
る
が
、
平
成
28
年
度
途
中
か

ら
の
給
食
実
施
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
学
校
施
設
の
整
備
】

　

学
校
の
耐
震
化
計
画
は
、
25
年
度
の
西
土

佐
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
で
全
て
の

校
舎
の
耐
震
化
が
完
了
し
た
。
体
育
館
に
つ

い
て
は
、下
田
小
学
校
・
東
中
筋
小
学
校
体
育

館
の
改
築
工
事
を
行
い
、
地
震
時
に
お
け
る

生
徒
の
安
全
確
保
と
共
に
地
区
の
避
難
施
設

と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
と
し
て
26
年
度
は
、

中
村
南
小
学
校
・
利
岡
小
学
校
・
中
村
中
学

校
・
後
川
中
学
校
・
中
村
西
中
学
校
の
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
対
策
工
事
を
行
う
。

【
学
力
向
上
対
策
】

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
定
着
状
況
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
、高
知
県
教
育
委
員
会
、四
万
十

市
教
育
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
で
実
施
し
た
学
力

調
査
結
果
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
小
学

校
で
は
学
力
の
実
態
は
概
ね
全
国
と
同
等
か

そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
学
年
が
進

む
中
で
定
着
に
課
題
の
あ
る
児
童
の
割
合
が

高
く
な
り
、３
・
４
年
生
以
降
に
お
い
て
学
力

の
二
極
化
傾
向
が
本
市
で
も
伺
え
る
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
１
年
生
の
学
習
内
容
の
定
着
に

課
題
が
見
ら
れ
、
２
年
生
か
ら
の
学
習
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
が
求
め
ら
れ
る
活
用
の
能
力
に
課
題
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
学
習
指
導
要
領
に
規
定
さ
れ

た
教
育
内
容
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
生
涯
に
わ
た
っ

平
成
26
年
３
月
市
議
会
定
例
会

市
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施
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方
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（
要
旨
）下
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て
学
習
す
る
基
盤
が
培
わ
れ
る
よ
う
に
、
基

礎
的
な
知
識
や
技
能
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど

の
能
力
を
育
み
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
を
養
う
こ
と
に
留
意
し
た
教
育
活
動

の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。市
で
は
、こ
の

学
校
教
育
の
目
的
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
同
士
が
〝
学
び
あ
い
　

高
め
あ
い
　

支
え
あ
う
〞
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
と
ら
え
て
い
る
。

【
武
道
館
の
建
設
】

　

安
並
運
動
公
園
へ
の
移
転
改
築
を
進
め
て

い
る
四
万
十
市
立
武
道
館
は
、26
年
３
月
末
に

は
完
成
し
、４
月
20
日
の
落
成
式
の
後
、
施
設

の
利
用
が
可
能
と
な
る
。武
道
館
は
、耐
震
構

造
上
、構
造
部
分
は
鉄
骨
造
り
だ
が
、床
や
壁

の
部
分
に
は
で
き
る
限
り
の
市
産
ヒ
ノ
キ
材

等
を
使
用
し
、木
の
香
漂
う
施
設
と
な
っ
て
い

る
。館
内
は
柔
道
や
剣
道
の
試
合
が
２
面
で
行

え
る
広
さ
を
有
し
、災
害
時
に
は
避
難
施
設
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
備
蓄
倉
庫
、自
家
発
電

な
ど
の
機
能
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
る
。

【
市
民
病
院
】

　

25
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、
約
５
６
０
０

万
円
の
赤
字
見
込
と
な
る
。
一
般
会
計
か
ら

３
５
０
０
万
円
の
基
準
外
繰
出
し
を
し
て
い

る
の
で
、
実
質
約
９
１
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

入
院
患
者
数
は
１
日
平
均
83
人
の
見
込
み

で
24
年
度
と
比
べ
８
人
増
、
外
来
患
者
数
は

１
日
平
均
２
１
２
人
の
見
込
み
で
24
年
度
と

比
べ
５
人
増
と
な
っ
て
お
り
、
総
収
益
は
18

億
９
０
０
万
円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
費
用
は
薬
品
費
が
当
初
予
算
に
比

べ
４
４
０
０
万
円
増
え
た
こ
と
、
退
職
者
が

６
名
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
退
職
給
与
金
が

５
９
０
０
万
円
増
え
た
こ
と
等
に
よ
り
、
費

用
合
計
が
当
初
予
算
と
比
べ
５
０
０
０
万
円

増
の
18
億
６
５
０
０
万
円
で
、
差
引
収
支
が

５
６
０
０
万
円
の
赤
字
見
込
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
時
借
入
金
の
残
高
が
24
年
度
末
は
３

億
９
０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、
25
年
度
末
に

は
５
億
円
に
達
す
る
見
込
み
で
、
病
院
事
業

会
計
は
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

資
金
不
足
の
解
消
の
た
め
に
、
基
準
外
繰

出
し
や
職
員
に
も
一
定
の
痛
み
を
お
願
い
し

な
が
ら
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
た
が
、
22
年

度
以
降
は
毎
年
度
多
額
の
赤
字
を
計
上
し
な

が
ら
給
与
カ
ッ
ト
を
含
め
た
抜
本
的
な
経
営

改
革
を
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
借
入

金
が
増
え
続
け
、
そ
の
結
果
巨
額
の
資
金
不

足
が
生
じ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
26
年
４
月
支

払
期
に
資
金
不
足
と
な
る
た
め
、
３
月
補
正

予
算
で
一
般
会
計
か
ら
５
億
円
の
長
期
貸
付

を
行
い
、
一
時
借
入
金
を
全
額
償
還
し
て
病

院
の
資
金
不
足
状
況
を
解
消
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

市
民
病
院
の
改
革
は
一
か
ら
や
り
直
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
病
院
給

食
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
抜
本
的
な
財
務
体

質
の
改
善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

有
識
者
等
に
よ
る
新
た
な「
検
討
会
」を
立
ち

上
げ
、
現
在
の
「
市
民
病
院
経
営
健
全
化
計

画
」
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
い
、
26
年
度
中

に
は
新
た
な「
経
営
健
全
化
計
画
」を
策
定
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

【
急
患
セ
ン
タ
ー
】

　

本
市
並
び
に
幡
多
地
域
の
夜
間
の
初
期
救

急
及
び
二
次
救
急
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

26
年
２
月
に
「
急
患
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

診
療
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
受
診
状
況
は
、

当
初
の
見
込
み
よ
り
若
干
少
な
い
一
日
３
名

程
度
で
推
移
し
て
い
る
が
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、血
圧
の
上
昇
、腹
痛
な

ど
、
年
代
も
20
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
幅
広

く
受
診
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
セ
ン
タ
ー
の

必
要
性
を
周
知
す
る
と
共
に
、
夜
間
に
お
け

る
救
急
病
院
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
幡

多
地
域
の
二
次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
貢

献
し
て
い
く
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
26
年
度
中
に
策
定
す

る
。
こ
れ
は
27
年
度
以
降
の
高
齢
者
福
祉
の

基
盤
と
な
る
も
の
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
に
、「
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
医
療
と
の
連
携
」「
介
護

予
防
」「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
権
利
擁
護
」

「
住
ま
い
の
確
保
」
を
一
体
化
さ
せ
た
「
地
域

包
括
ケ
ア
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
65
歳

以
上
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、

よ
り
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
く
。

【
健
康
増
進
】

　

健
康
増
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
近
年

急
速
に
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

市
民
の
健
康
を
健
康
な
状
態
か
ら
保
持
し
、

い
か
に
市
民
自
ら
が
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

い
く
か
の
指
針
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
、

現
行
の
計
画
が
26
年
度
で
最
終
年
度
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
整
理
・

検
証
し
、
27
年
度
か
ら
５
ヶ
年
の
計
画
を
定

め
る
。

　

特
定
健
診
に
つ
い
て
、
24
年
度
の
受
診
率

は
39
・
０
％
と
な
り
、
23
年
度
と
比
較
し
、５
・

１
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
た
。
24
年
度
か
ら

開
始
し
た
健
康
福
祉
地
域
推
進
事
業
に
よ
っ

て
、
各
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
に
お
い
て
地

区
の
方
々
が
自
ら
積
極
的
に
行
っ
た
受
診
勧

奨
の
成
果
だ
と
考
え
る
。

【
歯
と
口
の
健
康
】

　

在
宅
口
腔
ケ
ア
事
業
は
、
在
宅
の
要
介
護

認
定
者
を
対
象
に
口
腔
ケ
ア
を
歯
科
医
、
歯

科
衛
生
士
連
携
の
も
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

25
年
度
は
25
人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。
事
業

実
施
後
、
家
族
等
か
ら
「
食
事
の
量
が
増
え

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、そ
の
効
果
が
顕
著

に
表
れ
て
き
て
い
る
。
26
年
度
は
、
更
に
歯
科

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。

【
地
域
福
祉
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画
の
見
直
し
】

　

26
年
度
は
地
域
福
祉
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
た
め
、
現
計
画
の
評
価
及
び
次
期
計

画
の
策
定
作
業
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

評
価
・
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
四
万
十
市
地

域
福
祉
計
画
運
営
協
議
会
」に
お
い
て
、現
計

画
の
課
題
の
整
理
を
行
う
と
と
も
に
各
分
野

別
の
計
画
と
整
合
性
を
保
持
し
た
新
た
な
計

画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
も
、
26
年

度
が
現
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
現
計
画
の
評
価
と
課
題
の
整
理
を
行
な

い
な
が
ら
新
た
な
計
画
の
策
定
作
業
を
行
う

こ
と
と
な
る
。こ
れ
ら
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

き
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「
四
万
十
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」に
お

い
て
実
施
し
て
い
く
。

【
人
権
の
尊
重
】

　

現
代
社
会
に
は
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
、

同
和
問
題
、
障
害
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
21
年
３
月
に
「
四
万
十
市
人
権
施
策
行

動
計
画
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
が
、
現
行
の
行
動
計
画
が
26
年

度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
近
の
社
会
動

向
や
本
市
の
現
状
、
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら

計
画
を
改
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
ご
み
減
量
・
資
源
化
対
策
】

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
は
、
地
区
区
長
・
ご

み
減
量
推
進
員
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
地
道
な
取
組
み
に
よ
り
、
着
実
に
成
果
を

あ
げ
て
き
て
い
る
が
、
排
出
ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
上
昇
と
も
鈍
化
傾
向
に
あ

る
。更
な
る
推
進
策
と
し
て
、小
型
家
電
を
資

源
ご
み
と
し
て
分
別
収
集
す
る
よ
う
に
計
画

し
て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
て
26
年
度
中
に
開
始
で
き
る

よ
う
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
ご
み
の

出
し
方
や
分
け
方
な
ど
に
つ
い
て
の
手
引
書

「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
各

戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
】

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置

補
助
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
市
公
共

施
設
へ
太
陽
光
発
電
を
積
極
的
に
導
入
し
て

い
く
。
26
年
度
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
は
、
西

土
佐
総
合
支
所
へ
の
設
置
、
ま
た
、「
高
知
県

公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事

業
」の
活
用
を
図
り
、防
災
関
連
施
設
２
ヶ
所

に
蓄
電
池
を
備
え
た
太
陽
光
発
電
の
設
置
を

計
画
し
て
い
る
。

　

市
民
や
市
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
た
剪
定
木

等
を
堆
肥
化
す
る
剪
定
木
堆
肥
化
事
業
で
出

来
た
堆
肥
は
、市
民
に
配
布
す
る
と
共
に
、保

育
所
や
学
校
な
ど
で
夏
場
、
窓
際
を
ツ
ル
性

植
物
で
覆
う
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
利
用
し

て
い
る
。
昨
年
41
℃
の
「
暑
さ
日
本
一
」
を
記

録
し
た
こ
と
も
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
取
組
み
を
市
民
、事
業
所
へ
も
広
げ
、暑
さ

対
策
に
も
つ
な
げ
た
取
組
み
と
し
て
普
及
・

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
交
通
安
全
対
策
及
び
防
犯
対
策
】

　

高
齢
者
で
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

さ
れ
る
方
が
24
年
度
は
49
名
だ
っ
た
が
、
26

年
２
月
６
日
現
在
86
名
で
、
そ
の
内
50
名
は
、

市
の
高
齢
者
免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

全
国
的
に
子
ど
も
の
連
れ
去
り
事
件
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
し
て
通
学
が
で
き
、
ま
た
遊
ば
せ
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
犯
罪
等
の
抑

止
・
防
止
を
目
的
に
、不
審
者
情
報
の
多
く
寄

せ
ら
れ
る
通
学
路
１
ケ
所
と
子
ど
も
が
多
く

集
ま
る
公
園
２
ケ
所
の
計
３
ケ
所
に
「
子
ど

も
見
守
り
カ
メ
ラ
」
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

設
置
後
は
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十

分
配
慮
し
な
が
ら
中
村
警
察
署
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
大
宮
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
拠
点
施
設
整
備

と
集
落
支
援
員
】

　

25
年
５
月
に
開
所
し
た
大
宮
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
「
み
や
の
里
」
は
、
地
域
で
行
う
経
済

活
動
、
支
え
あ
い
事
業
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

元
的
に
提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

（
株
）大
宮
産
業
の
施
設
に
増
改
築
を
行
う
形

で
整
備
し
て
き
た
拠
点
施
設
が
、
26
年
３
月

中
に
完
成
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
加
工
品
づ
く
り
や
野
菜
の

集
出
荷
の
他
、
軽
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
視

野
に
入
れ
た
地
域
外
と
の
交
流
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
事
業
が

本
格
的
に
稼
働
で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と
に

な
る
。

　

将
来
に
わ
た
り
自
立
あ
る
運
営
に
繋
げ
て

い
く
た
め
、市
の
人
的
支
援
と
し
て
、国
の
制

度
を
活
用
し
、
26
年
度
よ
り
地
域
の
実
情
に

精
通
し
た
人
材
を
集
落
支
援
員
と
し
て
従
事

さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
口
屋
内
集
落
に
お
け
る
活
性
化
拠
点
の
強
化
】

　

黒
尊
川
流
域
に
は
、
夏
場
に
多
く
の
観
光

客
等
が
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
玄
関
口
で
あ
る

口
屋
内
集
落
の
住
民
で
組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
、
廃
校
舎
を
活
用
し
た
体
験
型

宿
泊
施
設
を
核
と
し
た
地
域
お
こ
し
活
動
が

活
発
化
し
て
い
る
。
25
年
度
は
、
宿
泊
施
設
の

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た
め
、
施

設
で
提
供
す
る
料
理
の
ほ
か
、川
遊
び
、サ
イ

ク
リ
ン
グ
と
い
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
、
66
名
の
無
料
モ
ニ
タ
ー
を
受
け
入
れ
た

他
、
冬
期
の
集
客
を
狙
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
26
年
度
は
、
地
元
食
材

を
活
用
し
た
飲
食
サ
ー
ビ
ス
や
来
訪
者
を
呼

び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り
等
を
計
画
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
引
き
続
き
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
移
住
支
援
】

　

25
年
度
は
、
各
区
長
の
協
力
の
も
と
市
内

全
域
の
空
き
家
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
15

件
の
紹
介
可
能
な
物
件
の
掘
り
起
こ
し
と
な

り
、
現
時
点
で
24
件
の
ス
ト
ッ
ク
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
移
住
者
用
住
宅
の
修

繕
・
改
修
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
物
件
の
紹
介
に
努
め
た

結
果
、
26
年
２
月
末
現
在
で
63
件
の
相
談
に

対
し
９
世
帯
16
人
の
受
け
入
れ
に
成
功
し
た
。

一
方
で
、
相
談
の
受
付
や
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
介

入
な
ど
、移
住
者
、地
区
双
方
に
対
す
る
継
続

的
な
支
援
体
制
が
必
要
で
、
四
万
十
市
へ
の

在
住
を
支
援
す
る
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消

し
、
今
年
の
早
い
時
期
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立

ち
上
げ
る
よ
う
、
市
と
し
て
設
立
準
備
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

【
機
構
改
革
・
行
政
改
革
】

　

25
年
12
月
市
議
会
で
、
農
林
課
、
ま
ち
づ
く

り
課
、
上
下
水
道
課
の
編
成
を
内
容
と
し
た

行
政
組
織
条
例
の
改
正
を
議
決
し
て
い
た
だ

い
た
。昨
年
農
業
委
員
会
に
対
し
て
、市
長
部

局
内
で
の
同
委
員
会
の
事
務
を
併
せ
て
所
掌

し
、
事
務
の
効
率
化
と
組
織
の
簡
素
化
を
図

る
た
め
の
協
議
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
26

年
１
月
の
農
業
委
員
会
で
そ
の
了
解
を
得
ら

れ
た
の
で
、
26
年
度
か
ら
農
林
課
内
で
農
業

委
員
会
の
事
務
を
併
せ
て
所
掌
す
る
体
制
に

改
編
し
た
い
。
教
育
委
員
会
西
土
佐
事
務
所

に
つ
い
て
は
、
中
村
地
域
と
西
土
佐
地
域
の

一
体
的
な
教
育
行
政
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

組
織
体
制
を
縮
小
し
、
中
村
地
域
の
組
織
の

中
の
分
室
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
全
課
を
対
象
に

行
政
運
営
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
行
政
組
織
の
改
編
な
ど
、

改
善
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
洗
い
出
し
を

進
め
て
い
る
。「
行
政
改
革
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
26
年
度
中
に
実
効
性
の
あ
る
行
政
改

革
プ
ラ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
27
年
度
か

ら
実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。
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３
月
15
日
〜
４
月
14
日

３
月
15
日
　

予
土
線「
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
」出
発
式
典（
愛
媛

　
　
　
　
　

県
宇
和
島
市
）

　
　

16
日
　

土
佐
清
水
市
観
光
開
き
式
典（
土
佐
清
水
市
）

　
　

18
日
　

社
会
福
祉
法
人
一
条
協
会
要
望
受

　
　

19
日
　

３
月
市
議
会
定
例
会
閉
会

　
　

20
日
　

西
土
佐
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　

若
者
等
支
援
地
域
連
絡
協
議
会
研
修
会

　
　
　
　
　

中
村
市
森
林
組
合
通
常
総
代
会

　
　
　
　
　

人
事
異
動
記
者
発
表

　
　

21
日
　

中
村
小
学
校
卒
業
式

　
　

22
日
　

西
土
佐
方
面
隊
大
宮
分
団
下
家
地
班
小
型
動
力
ポ

　
　
　
　
　

ン
プ
付
積
載
車
納
車
神
事

　
　
　
　
　

四
万
十
町
役
場
本
庁
舎
落
成
記
念
式
典（
四
万
十
町
）

　
　

23
日
　

西
土
佐
村
森
林
組
合
通
常
総
代
会

　
　

24
日
　

高
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
20
周
年
記

　
　
　
　
　

念
式
典
・
祝
賀
会（
南
国
市
）

　
　

25
日
　

「
は
な
こ
と
ば
四
万
十
」（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
グ

　
　
　
　
　

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）竣
工
式

　
　

26
日
　

幡
多
広
域
観
光
協
議
会
社
員
総
会

　
　
　
　
　

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　

ア
ユ
・
ス
ジ
ア

　
　
　
　
　

オ
ノ
リ
報
告
会

　
　
　
　
　

幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　

幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合
議
会

　
　
　
　
　

青
の
り
祭
り

　
　

27
日
　

予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員
会
設
立
総
会（
四
万
十
町
）

　
　
　
　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
通
常
総
会
　

　
　
　
　
　

（
高
知
市
）

　
　

28
日
　

田
野
川
甲
要
望
受

　
　

30
日
　

天
神
橋
商
店
街「
ア
ー
ケ
ー
ド
交
流
空
間
整
備
事
業
」

　
　
　
　
　

完
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

31
日
　

社
会
福
祉
法
人
南
海
福
祉
会
と
の
福
祉
避
難
所
協

　
　
　
　
　

定
締
結
式

　
　
　
　
　

保
育
の
公
的
保
障
を
求
め
る
大
運
動
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

要
望
受

４
月
１
日
　

辞
令
交
付
式

　
　

２
日
　

医
師
確
保
業
務
　

〜
３
日（
高
知
市
、南
国
市
、徳
島

　
　
　
　
　

市
、岡
山
市
、大
阪
市
）

　
　

５
日
　

京
都
看
護
大
学
開
学
記
念
式
典
・
祝
賀
会（
京
都
市
）

　
　

６
日
　

四
万
十
川
一
斉
清
掃

　
　

７
日
　

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　

８
日
　

下
田
地
区
竹
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
　

９
日
　

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
の
寄
付
目
録
受
領
式
お

　
　
　
　
　

よ
び
感
謝
状
贈
呈
式

　
　

10
日
　

四
万
十
の
日
船
上
結
婚
式

　
　

11
日
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
支
部
女
性
部
総
会

　
　

12
日
　

四
万
十
看
護
学
院
入
学
式

　
　

13
日
　

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式

　
　

14
日
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
支
所
具
同
直
販
所
落
成
式
典

市
長
日
誌

福
祉
避
難
所
の
協
定
締
結

　

３
月
31
日
に
、
四
万

十
市
は
社
会
福
祉
法

人
南
海
福
祉
会
　

曽

我
部
視
理
事
長
と
福

祉
避
難
所
の
設
置
・
運

営
に
関
す
る
協
定
締

結
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
社
会
福

祉
法
人
南
海
福
祉
会

が

運

営

す

る

安

並

5
8
0
3
番
地
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
四
万
十
の
郷
」
を
福

祉
避
難
所
と
し
て
指

定
し
、災
害
時
に
高
齢
者
等
と
そ
の
介
助
者
40
人
を
受
け

入
れ
し
て
い
た
だ
き
、避
難
者
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、災
害
発
生
時
に
高
齢
者
や
障
害
者
、

妊
産
婦
、乳
幼
児
、病
弱
者
等
、一
般
の
避
難
所
で
は
生
活

に
支
障
が
あ
り
、何
ら
か
の
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る

者
で
介
護
保
険
施
設
や
医
療
機
関
等
に
入
所
、入
院
す
る

に
至
ら
な
い
程
度
の
在
宅
の
要
援
護
者
を
対
象
と
し
た

避
難
所
で
す
。
そ
の
た
め
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
さ
れ
、避
難
者
１
人
当
り
２
㎡
か
ら
４

㎡
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、自
治
体
福
祉
避
難

所
と
し
て
指
定
し
協
定
を
結
び
ま
す
。

　

今
後
、1
2
0
0
人
近
く
の
要
援
護
者
に
対
応
す
る
た

め
福
祉
避
難
所
を
も
っ
と
増
や
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
震
防
災
課
　

地
震
防
災
係

　

☎（
3
5
）2
0
4
4

　

保
健
介
護
課
　

高
齢
者
福
祉
係

　

☎（
3
4
）1
1
6
5

の
ぞ
む

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業

　
　

ア
ユ
・
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
報
告
会

〜
四
万
十
川
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
現
状
2
0
1
3
〜

　

３
月
26
日（
水
）、市
立
中
央
公
民
館
で
ア
ユ
・
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ

報
告
会
が
開
催
さ
れ
、市
民
･
漁
業
関
係
者
･
行
政
関
係
者
な

ど
約
60
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ユ
の
報
告
に
つ
い
て
は
高
知
大
学
木
下
教
授
が
所
用
の
た

め
報
告
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、「
四
万
十
川
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の

現
状 

2
0
1
3
」と
題
し
て
、高
知
大
学 

平
岡
雅
規
准
教
授
と

市
観
光
課
担
当
職
員
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
市
担
当
職
員
よ
り
、四
万
十
川
汽
水
域
の
環
境
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
豊
漁
で
あ
っ
た
2
0
0
8
年
シ
ー
ズ
ン
と

2
0
1
3
年
シ
ー
ズ
ン
は
芽
生
え
時
期
の
水
温
低
下
が
早
か
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。平
岡
准
教
授
か
ら
は
、胞
子
供
給

量
に
つ
い
て
周
り
に
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
生
育
し
て
い
な
い
9
月

の
山
路
地
点
で
も
十
分
に
供
給
さ
れ
、網
に
よ
る
生
育
試
験
も

浮
か
し
網
の
試
験
で
は
時
期
が
合
え
ば
良
好
に
生
育
す
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、平
岡
准
教
授
は
ア
オ
ノ
リ
の
価
格
に
つ

い
て
も
触
れ
、年
間
1
0
0
ｔ
を
生
産
し
て
い
る
吉
野
川
の
養

殖
ア
オ
ノ
リ
が
１
㎏
あ
た
り
１
万
円
程
度
で
取
引
さ
れ
て
い
る

事
か
ら
、大
切
な
の
は
安
定
生
産
と
品
質
保
証
と
説
き
、四
万
十

川
で
も
一
定
量
網
な
ど
で
安
定
供
給
す
る
事
で
価
格
を
安
定
さ

せ
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。報
告
終
了
後
の
質
疑

応
答
で
は
活
発
な
質
問
が
行
わ

れ
関
心
の
高
さ
を
認
識
し
ま
し

た
。

　

今
回
延
期
に
な
っ
た
ア
ユ
の

報
告
は
、６
月
11
日（
水
）に
市
立

中
央
公
民
館
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
６

月
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
関
係
者
、市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
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平
成
24
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
わ
っ
て
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
宅
地
の
う
ち
住
宅

用
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
用
地
特
例
な
ど
そ
の
他
の
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
住
宅
用
地
】
住
宅
を
維
持
し
、
ま
た
は
そ
の
効
用
を
果

た
す
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
、
そ
の
住
宅
床

面
積
の
10
倍
ま
で
が
限
度
で
す
。た
だ
し
、店
舗
や
事
務

所
等
と
併
用
し
て
い
る
な
ど
、
居
住
用
部
分
の
割
合
が

少
な
い
場
合
は
、
土
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
住
宅
用

地
に
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
負
担
調
整
措
置
】平
成
６
年
度
に
全
国
的
な
宅
地
評
価

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
宅
地
の

評
価
水
準
を
全
国
一
律
に
地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を

目
途
と
す
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
評
価
額
が
地
価
公
示
価
格
よ
り
か
な
り
低
い
土
地
が

あ
り
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額
の
急
激
な
上
昇

や
地
価
上
昇
時
に
生
じ
る
税
負
担
の
急
増
を
緩
和
し
、

徐
々
に
本
来
の
税
負
担（
課
税
標
準
額
）に
近
づ
け
る
た

め
の
調
整
措
置
で
す
。

【
住
宅
用
地
特
例
】住
宅
1
戸
当
り
2
0
0
㎡
ま
で
の
部

分
（
小
規
模
住
宅
用
地
）
は
評
価
額
（
当
該
面
積
分
）
の

1
/
６
の
額
、小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
部
分（
一
般
住

宅
用
地
）
は
評
価
額
（
当
該
面
積
分
）
の
1
/
3
の
額
を

そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
課
税
標
準
額
と
す
る
特
例
の
こ
と
で

す
。

【
負
担
水
準
】
住
宅
用
地
の
場
合
、
課
税
標
準
額
が
本
来

の
課
税
標
準
額
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
る

の
か
を
示
す
も
の
で
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
　
　

平成18年度～
平成23年度
負担水準80％
以上100％以下
の場合、前年度
課税標準額を
据え置く
課税標準額 ＝ 
前年度課税標準額 ＋ 新年度の本来の課税標準額の５％
ただし、計算額
が本来の課税
標準額の80％
を上回る場合
は、80％の額

平成24・
25年度

負担水準90％
以上100％以下
の場合、前年度
課税標準額を
据え置く

ただし、計算額
が本来の課税
標準額の90％
を上回る場合
は、90％の額

平成26年度～

なし
（据置特例廃止）

ただし、計算額
が本来の課税
標準額を上回
る場合は、本来
の課税標準額

課
税
標
準
額

の
据
置
特
例

負
担
調
整
措
置

（
据
置
特
例
の

負
担
水
準
未
満
）

●住宅用地にかかる課税標準額の負担調整措置の改正

負担水準100％超　⇒　本来の課税標準額

負担水準 
　＝ 前年度課税標準額 ÷ 
　　 新年度の本来の課税標準額　

　
毎
年
５
月
を「
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
」と
定
め
、市
税
の
収
納
率
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
い
た
だ
き
、納
期
が
過
ぎ
て
い

る
場
合
は
、早
め
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
に
は
、市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、

教
育
や
福
祉
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
や
、
国
民
健
康
保
険
税

は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、滞
納
が
続
く
と
納
期
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
に
、延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
納
税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な

い
場
合
に
は
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
徴
収
専
門
機
関
で
あ
る
「
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
租
税
債
権
管
理
機
構
」に
徴
収
を
移
管
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
、収
入
が
減
っ

て
市
税
を
納
め
に
く
い
人
は
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の
納
付
猶
予
も

で
き
ま
す
。納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

６
月
２
日
ま
で

７
月
31
日
ま
で

９
月
30
日
ま
で

12
月
25
日
ま
で

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納　期 市
税
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

 

あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
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年
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日
で
す
！！

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

《
注
意
》

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、そ
の
年
度
の
軽
自

動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
末
頃
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
右
側（
領
収
書
部
分
）の
納
税
証
明
書
は
、車
検
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
等
の
方
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て

◆
申
請
期
間…

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５
月
26
日
ま
で

　

※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）し
て
い
る
軽
自
動
車
等

　

が
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、精
神
障
害
者
ま
た
は
18

　

歳
未
満
の
身
体
障
害
者
等
の
場
合
は
、生
計
を
一
に
す
る
者
が
所

　

有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

　

●
身
体
障
害
者
手
帳
等
●
納
税
通
知
書
●
車
検
証

　

●
運
転
免
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人
） 

●
印
鑑

◆
そ
の
他

　

●
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使
用
条
件
な
ど
に
よ
っ
て

　

は
、減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

●
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

【
市
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課
市
民
税
係
　

0（
3
4
）1
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
産
税
係
　

0（
3
5
）4
4
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
納
係
　
　

0（
3
5
）5
5
5
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
分
室
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
1
1

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日
で
す

　

納
付
は
銀
行
、郵
便
局
、農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
等
の
方
に
対
す
る
減
免
手
続
き
期
限
も
６
月
２
日
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）幡
多
県
税
事
務
所
　

☎（
３
５
）５
９
７
２

省エネ改修 バリアフリー改修 耐震改修

○平成20年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成20年4月1日から平成28年3月
31日までに現行の省エネ基準に新
たに適合する工事が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円以上であること

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと

○既に省エネ改修による減額の適用
を受けていないこと

対象となる改修工事
外気などと接するものの工事に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

※①の工事は必ず行うこと

改修工事完了後３カ月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書（建築
士、指定確認検査機関または登録
住宅性能評価機関が証明したも
の）

②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告してください

３分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
（バリアフリー改修に伴う減額措置
との同時適用は可能）

○平成19年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成19年4月1日から平成28年3月
31日までに工事が完了した住宅

○補助金や介護保険からの給付等な
どを除く自己負担額が50万円以上
の改修工事

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと
（居住者要件）
①65歳以上の人（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）

②要介護認定または要支援認定を受
けた人

③障害者手帳を持っている人

対象となる改修工事
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り替え
⑧床の滑り止め化

改修工事完了後３カ月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修箇所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金交
付決定書の写しを持参のうえ、申
告してください

３分の１を減額
※一戸あたり100平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る　
（省エネ改修に伴う減額措置との　
同時適用は可能）

○昭和57年1月1日以前から所在して
いる住宅

（併用住宅は、居住部分の割合が２分
の１以上のもの）

○平成18年1月1日から平成27年12
月31日までの間に現行の耐震基準
に適合する工事が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円以上であること

改修工事完了後３カ月以内に、
①耐震基準に適合した工事であるこ
との証明書（地方公共団体、建築
士、登録住宅性能評価機関、指定確
認検査機関、住宅瑕疵担保責任保
険法人が証明したもの）

②耐震改修に要した費用の額がわか
る書類等

③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告してください

２分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分から、そ
　の他欄に示す期間（省エネ、バリア
　フリー改修との同時適用はできません）

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

減額される期間
改修完了日

①平成25年１月１日
～平成27年12月31日

②上記改修完了日で高知県
耐震改修促進計画に記載
された道路に敷地が接す
るもの

減額期間

1年間

2年間

住宅を改修したときは、申告を！
固定資産税が減額される場合があります！
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四
万
十
市
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
取
扱
窓
口（
金
融
機
関
等
や
市

役
所
）に
加
え
て
、市
税
等
が
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
　
　
　

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
付
で
き
る
納
付
書
に
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
番
号

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、納
期
限
内
で
あ
れ
ば
、四
国
4
県
内
に
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
平
成
26
年
4
月
以
降
に
課
税
さ
れ
る
税
の
納
付
書
お
よ
び
再
発
行
納
付
書
が
対

象
で
す
。

　

※
平
成
25
年
度
ま
で
に
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、平
成
26
年
4
月
以
降
税
額
変

　
　

更
さ
れ
た
も
の
は
除
き
ま
す
。

◇
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
税
等
は
次
の
と
お
り
で
す
◇

　

市
県
民
税
　

固
定
資
産
税
　

軽
自
動
車
税
　

国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
分
）

◇
利
用
で
き
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
は
次
の
と
お
り
で
す
◇

　

四
国
4
県
内（
高
知
県
・
愛
媛
県
・
香
川
県
・
徳
島
県
）に
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

　

郵
便
局
・
簡
易
郵
便
局

　

※
四
国
外
に
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　

せ
ん
。

　
　

四
国
外
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
付
希
望
の
場
合
は
、別
途
郵
便
振
替
用

　
　

紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
次
の
よ
う
な
納
付
書
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
◇

　

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

　

・
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
も
の

　

・
督
促
状
、口
座
振
替
不
能
通
知
書
、充
当
差
額
通
知
書

　

・
公 

の
記
載
の
な
い
納
付
書

　

・
法
人
市
民
税
、市
た
ば
こ
税
の
納
付
書

　

取
扱
可
能
な
金
融
機
関
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、納
付
書
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）税
務
課
収
納
係
　
　
　
　

☎（
３
５
）５
５
５
２

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
税
務
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

市
税
等
の
納
付
が
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す 

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。

　

今
年
は
、桜
、菜
の
花
、ス
ミ
レ
、レ
ン
ゲ
を
見
な
が
ら
四
万
十
市
の

春
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最
近
は
、ひ
と
雨
ご
と
に
山
の
緑

が
鮮
や
か
に
な
っ
て
い
く
様
子
に
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、高
知
県
は
今
年
、桜
の
開
花
が
日
本
一
早
か
っ
た
で
す
ね
。

　

私
は
、
桜
を
見
る
と
思
い
出
す
先
輩
が
い
ま
す
。
約
10
年
前
、

A
N
A
の
訓
練
所
に
配
属
に
な
り
、慣
れ
な
い
訓
練
、お
ま
け
に
教
え

る
た
め
の
勉
強
ば
か
り
で
つ
ら
く
忙
し
く
し
て
お
り
、「
な
ん
で
自
分

だ
け
」と
愚
痴
を
言
う
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
頃
、先
輩

教
官
の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。3
月
の
寒
い
朝
の
授
業
で
し
た
。最

も
厳
し
い
緊
急
訓
練
が
続
き
、精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
限
界
だ
っ

た
訓
練
生
た
ち
を
前
に
突
然
、訓
練
に
は
関
係
の
な
い
桜
前
線
の
話

か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。全
員
が
拍
子
抜
け
で
し
た
。

　

お
話
は「
桜
は
寒
暖
の
差
が
な
い
と
美
し
く
咲
か
な
い
。寒
さ
が
厳

し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
、春
に
は
美
し
い
桜
が
咲
く
。こ
の
厳
し
い
訓

練
も
桜
が
咲
く
頃
に
は
終
了
す
る
。こ
の
厳
し
さ
に
耐
え
、桜
に
負
け

な
い
よ
う
立
派
な
C
A
に
な
っ
て
花
を
咲
か
せ
て
欲
し
い
」と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

教
室
の
重
い
緊
張
感
が
な
く
な
り
、泣
き
出
す
訓
練
生
も
い
ま
し

た
。話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、先
輩
教
官
の
心
遣
い
、優
し
さ
や
人
柄

を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。あ
の
授
業
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

先
輩
は
常
に
私
た
ち
の
倍
、勉
強
し
、新
人
教
官
の
私
へ
の
指
導
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。ご
自
身
も
忙
し
く
、つ
ら
い
時
期
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、周
囲
の
雰
囲
気
を
察
し
、さ
り
げ

な
く
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
や
さ
し
さ
に
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
「
忙
し
い
の
も
、
つ
ら
い
の
も
自
分
だ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
」と
微
笑
み
な
が
ら
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。自
分
の

つ
ら
さ
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
い
た
事
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

今
で
も
桜
を
見
る
た
び
、や
さ
し
く
微
笑
む
美
し
い
先
輩
の
顔
が

浮
か
び
ま
す
。

　

「
忙
」と
い
う
字
は「
心
」を「
亡
く
す
」と
書
き
ま
す
。

　

ど
ん
な
と
き
で
も「
心
」を
大
切
に
人
と
接
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
平
成
25
年
度
宝
く

じ
の
助
成
事
業
を
受
け
、
西
土

佐
大
宮
下
地
区
に
お
い
て
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
参
加

し
て
バ
ラ
の
苗
を
植
え
る
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
宮
小
学
校
の
休
校
に
よ

り
世
代
間
交
流
の
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
な
か
、
地
域

の
景
観
整
備
を
通
じ
た
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
子
ど
も

た
ち
の
地
域
へ
の
愛
情
の
育

成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
参
加

に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
25
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
青
少
年
健
全
育
成
）

　
　
　

 

助
成
事
業

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
事
業

シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
事
業
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◎
お
！
な
か
・
す
く
線
ウ
ォ
ー
ク

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、次
の
と
お
り
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

四
万
十
川
花
紀
行
シ
リ
ー
ズ

第
１
弾
　

い
の
ち
輝
く
　

ト
ン
ボ
王
国
散
策
と
花
菖
蒲
祭
り
ウ
ォ
ー
ク

　

世
界
初
の
ト
ン
ボ
保
護
区
と
な
っ
た
ト
ン
ボ
自
然
公
園
の
散
策
と
学
遊
館
で
体
験
学
習
を
し
ま
す
。

開
催
中
の
四
万
十
花
紀
行「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
帰
り
は
、四
万
十
川
を
渡

る
プ
チ
列
車
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
　

程
　

５
月
31
日（
土
）
　

10
時
10
分
集
合

集
合
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

行
　
　

程
　

10
時
10
分
　

中
村
駅
出
発
　

〜
　

徒
歩
で
ト
ン
ボ
自
然
公
園
へ

　
　
　
　
　

11
時
　
　
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
・
四
万
十
学
遊
館
到
着
　

散
策

　
　
　
　
　

12
時
　
　
　

昼
食（
お
弁
当
）昼
食
後
体
験
学
習

　
　
　
　
　

15
時
01
分
　

具
同
駅
発
　

〜
　

列
車
で
中
村
駅
へ
　

　
　
　
　
　

15
時
04
分
　

中
村
駅
到
着
・
解
散（
総
歩
行
距
離
　

約
５
・
３
㎞
）

参
加
費
　
　

２
０
０
０
円（
昼
食
・
体
験
学
習
料
・
鉄
道
運
賃
・
保
険
料
込
み
）

申
込
締
切
　

５
月
23
日（
金
）

第
２
弾
　

あ
じ
さ
い
祭
り
と
醤
油
工
場
・
郷
土
資
料
館
見
学
ウ
ォ
ー
ク

　

四
万
十
川
の
支
流
、
後
川
沿
い
の
田
園
風
景
に
溶
け
込
む
水
車
群
を
彩
る
紫
陽
花
を
観
に
行
き
ま

す
。道
中
で
は
昭
和
３
年
創
業
、中
村
の
老
舗
醤
油
工
場
や
土
佐
一
条
家
の
居
城
・
中
村
城
址
に
あ
る
郷

土
資
料
館
も
見
学
、昼
食
に
は
新
鮮
な
握
り
寿
司
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
　

程
　

６
月
７
日（
土
）
　

10
時
10
分
集
合

集
合
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

行
　
　

程
　

10
時
10
分
　

中
村
駅
出
発
〜
　

徒
歩
で
安
並
水
車
の
里
へ

　
　
　
　
　

11
時
　
　
　

安
並
水
車
、あ
じ
さ
い
祭
り
会
場
到
着
　

散
策

　
　
　
　
　

11
時
50
分
　

マ
ル
バ
ン
醤
油
工
場
見
学
　

昼
食

　
　
　
　
　

13
時
30
分
　

為
松
公
園
・
市
立
郷
土
資
料
館
　

到
着

　
　
　
　
　

15
時
20
分
　

中
村
駅
到
着
・
解
散（
総
歩
行
距
離
　

約
８
・
７
㎞
）

参
加
費
　
　

２
５
０
０
円（
昼
食
・
施
設
入
場
料
・
保
険
料
込
み
）

申
込
締
切
　

５
月
30
日（
金
）

※

列
車
を
利
用
し
て
中
村
駅
に
来
た
参
加
者
に
は
１
０
０
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
！

　

ぜ
ひ
、列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
　

☎（
３
５
）４
９
６
１

四
万
十
市
民
憲
章

　
　
　

表
彰
受
賞
者

　

四
万
十
市
民
憲
章
表
彰
は
、市
民
憲

章
の
理
念
に
沿
っ
た
活
動
に
よ
り
顕

著
な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
お
よ
び
団

体
に
対
し
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
個
人
1
名
と
1
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。4
月
15
日
の
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
総
会
に
お
い
て
授
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
者

【
個
人

：

環
境
美
化
活
動
】

　

澤
田
　

佳
長
氏（
77
歳
・
中
村
東
町
）

　

（
代
理
出
席
　

土
居
氏
）
　
　
　
　

　

野
鳥
等
の
保
護
・
環
境
保
全
活
動

【
団
体

：

環
境
美
化
活
動
】

　

マ
イ
ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
の
会

　

（
会
長
　

山
崎
　

憲
男
氏
）
　

　

希
少
植
物
の
保
護
育
成
お
よ
び
四

　

万
十
川
の
環
境
保
全
活
動

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
生
活
課
　

市
民
生
活
係

　

☎（
3
5
）4
1
4
7

寄
付
の
お
礼

　

こ
の
た
び
幡
多
信
用
金
庫
様
か

ら
全
小
学
校
の
新
１
年
生
に
、植
田

興
業
株
式
会
社
様
か
ら
具
同
小
学

校
の
新
１
年
生
に「
え
ん
ぴ
つ
セ
ッ

ト
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
え
ん
ぴ
つ
は
、正
し
い
鉛
筆

の
持
ち
方
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
さ
ん
か
く
え
ん
ぴ
つ
、

持
ち
方
ガ
イ
ド
シ
ー
ル
、な
ぞ
り
が

き
シ
ー
ト
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
お
り
、新
１
年
生
に
配
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。平

成
26
年
5
月
号
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四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃
は
、
四

万
十
川
流
域
５
市
町（
檮
原
町
、津
野

町
、
中
土
佐
町
、
四
万
十
町
、
四
万
十

市
）
が
協
力
し
て
一
斉
に
行
う
河
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
す
。

　

本
年
は
４
月
６
日（
日
）
に
開
催
さ

れ
、
市
内
で
は
約
1
3
0
0
人
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約
３
ｔ

の
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
に
は
清
掃
活
動
を
通
じ

て
、
清
流
の
保
全
に
対
す
る
意
識
を

さ
ら
に
高
め
る
と
共
に
、
ご
み
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
が
「
人
と
自
然
が
共
生

す
る
美
し
い
ま
ち
」
と
し
て
今
後
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

尚
、
本
市

の
市
民
一
斉

清
掃
の
費
用

の

一

部

に

は
、
四
万
十

川
清
流
保
全

基
金
が
活
用

さ
れ
て
い
ま

す
。

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

　

４
月
９
日
（
水
）
、
環
境
保
全

対
策
の
一
環
と
し
て
レ
ジ
袋
無

料
配
付
中
止
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
㈱
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
様
、

㈱
ウ
イ
ル
様
、
㈱
フ
ジ
様
の
３

社

か

ら

合

計

1

6

9

万

1
0
1
3
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
６
年
目
を
迎
え

る
こ
の
取
り
組
み
で
す
が
、
レ

ジ
袋
辞
退
率
（
平
成
26
年
１
月

調
べ
）
も
平
均
で
81
・
6
％
と
高

い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
岩

間
沈
下
橋
周
辺
の
森
林
ト
ラ
ス

ト
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

環
境
学
習
、
四
万
十
川
市
民
一

斉
清
掃
を
は
じ
め
、
四
万
十
川

汽
水
域
の
環
境
保
全
や
内
水
面

漁
業
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研

究
な
ど
、
四
万
十
川
の
環
境
活

動
推
進
の
た
め
の
費
用
と
し
て

有
効
に

活
用
さ

せ
て
い

た
だ
き

ま

す

。

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

四
万
十
川
清
流

保
全
基
金
寄
付
受
領
式

　

４
月
10
日
の
「
四

万
十
の
日
」
に
四
万

十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形

船
で
３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
、

新
た
な
人
生
の
船
出

を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平

成
17
年
に
四
万
十
市

が
誕
生
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
市
内
の

民
間
企
業
（
貸
衣
装

店
や
遊
覧
船
業
者

等
）で
な
る
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ（
ド
リ
ー
ム
ア
ン
ド
ホ
ー

プ
）
が
挙
式
費
用
４
万
10
円
で
毎
年
企
画
し
て
お
り
、

今
回
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
43
組
の
応
募
の
中
か
ら
四
万
十
市
在
住
の

高
橋
誉
さ
ん
・
亜
季
さ
ん
夫
妻
、大
阪
市
在
住
の
加
地

利
成
さ
ん
・
真
理
菜
さ
ん
夫
妻
、四
万
十
市
在
住
の
上

田
侑
輔
さ
ん
・
可
南
さ
ん
夫
妻
の
３
組
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

沈
下
橋
の
上
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
に
は
、

ア
チ
チ
う
な
ぎ
の
し
ま
ッ
チ
も
か
け
つ
け
て
、
親
族

や
友
人
と
共
に
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
を
祝
福
し
て
い
ま

し
た
。

　

挙
式
さ
れ
た
新
郎
新
婦
、ご
親
族
の
皆
さ
ま
、本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
か
ら
挙
式
費
用
の
一
部
を

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
万
十
川
船
上
結
婚
式

　

今
年
の
四
万
十
川
船
上
結
婚

式
に
参
加
さ
れ
る
３
組
の
カ
ッ

プ
ル
の
お
祝
い
の
た
め
来
市
さ

れ
た
土
岐
夫
妻
が
、
暑
い
街
の

市
民
交
流
と
し
て
市
長
を
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
2
0
0
7
年
４

月
10
日
に
四
万
十
川
船
上
結
婚

式
に
て
挙
式
さ
れ
て
以
来
、
多

治
見
市
と
四
万
十
市
の
交
流
の

輪
が
深
ま
っ
て
ほ
し
い
と
毎
年

４
月
10
日
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

記
念
品
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 岐

阜
県
多
治
見
市

　
　

の
土
岐
夫
妻

四
万
十
市
長
を

　
　
　

表
敬
訪
問

四万十の日四万十の日
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【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

51年に1度は健診を

胃がん検診

胃がん検診

特定健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

マム＆チルドレン

乳児健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

出張健康相談

胸部レントゲン（肺がん検診）

胸部レントゲン（肺がん検診）

定例健康相談

ひまわり健診

ひまわり健診

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

乳児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

胃がん検診

マム＆チルドレン

胃がん検診

1歳9カ月児健診

ひまわり健診

ひまわり健診

定例健康相談

特定健診

乳児健診

3歳児健診

具同体育センター

具同体育センター

JA高知はた中村西部事業所

西土佐地域内

具同体育センター

健康管理センター

西土佐地域内

JA高知はた西土佐支所

西土佐地域内

西土佐地域内

西土佐分署横

本村小学校体育館

旧権谷小学校体育館

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

川﨑保育所

防災センター（防災ステーション）

具同体育センター

間崎多目的集会施設

健康管理センター

下家地小学校体育館

西ケ方小学校体育館

西土佐分署横

竹島集会所

健康管理センター

健康管理センター

具同地区

具同地区

東中筋地区

具同・山路地区

八束地区

下田地区

 8:00～ 9:30

 8:00～ 9:30

9：30～10：30、13：30～14：30

個別通知

10:00～11:30

12:50～13:30

個別通知

9：00～11：00

個別通知

個別通知

9：00～11：00

9：30～10：30

13：30～14：30

 9：30～11：00

 9：30～11：00

12:50～13:30

9：30～11：00

8：00～9：30

10:00～11:30

8：00～9：30

12:50～13:30

9：30～10：30

13：30～14：30

9：00～11：00

9：30～11：00、13：30～15：00

12:50～13:30

12：50～13：30

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

19日（月）

20日(火)

21日(水)

22日(木)

28日(水)

30日(金)

2日（月）

3日（火）

4日（水）

6日（金）

時　　間

5月

6月

事　　業　　名月日 場　　所該当地区

注）特定健診（生活習慣病健診）、ひまわり健診は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の

協会けんぽ等に 加入している被扶養者の人が対象です。

※5月9日（金）までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。

　

糖
尿
病
と
上
手
く
付
き
合
う
た
め
に
は
、

日
々
の
食
事
・
運
動
が
大
切
で
す
。今
回
は
樋

口
院
長
の
お
話
と
一
緒
に
、
運
動
の
コ
ツ
や

上
手
な
お
や
つ
の
と
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学

べ
る
内
容
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
（
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
糖
尿

病
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
方
）
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日
　

時
　

５
月
24
日（
土
）13
時
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

市
民
病
院
　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定
　

員
　

20
人

参
加
費
　

無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

13
時
〜
　

受
付
　

血
圧
・
血
糖
測
定

　

13
時
20
分
〜

　
　

樋
口
院
長
の
お
話

　
　

ど
ん
な
運
動
が
い
い
の
？（
理
学
療
法
士
）

　
　

（※

運
動
で
き
る
服
装
・
靴
で
お
越
し
く

　
　

 

だ
さ
い
）

　
　

ど
ん
な
お
や
つ
を
取
っ
た
ら
い
い
の
？ 

　
　

（
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
）

　

15
時
30
分
　
終
了
予
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
立
市
民
病
院
　

☎（
３
４
）２
１
２
６

第
４
回
糖
尿
病
に
な
ら

な
い
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

『
運
動
の
コ
ツ
を

 

学
ん
で
み
よ
う
!!
』
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「
毎
日
の
介
護
で
腰
が
痛
い
！
」「
今
の
介
護
の
仕
方
で
本
当
に
い

い
の
だ
ろ
う
か
？
」日
々
そ
ん
な
思
い
を
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
…
。

　

こ
の
度
、介
護
を
す
る
側
の
負
担
の
軽
減
、ま
た
、介
護
を
受
け
ら

れ
て
い
る
人
の
拘
縮
や
褥
瘡
を
防
ぐ
と
と
も
に
よ
り
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、「
介
護
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

「
え
っ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」（
関
係
機
関
や
専
門
職
の
連
携
と
資
質
向
上

に
よ
っ
て
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
幡
多
地
域
で

自
主
的
に
活
動
）の
主
催
に
よ
り
、人
間
の
身
体
の
自
然
な
動
き
を
基

本
に
し
た
介
護
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、【
基
本
編
】と【
応
用
編
】

に
分
け
て
次
の
日
程
に
よ
り
順
次
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
関
係
職
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
予
防
・
重

症
化
を
防
ぎ
、
高
齢
者
の
健
康
・
保
持
増
進
を
目
的
と
し

て
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
を

行
い
ま
す
。

◆
肺
炎
球
菌
と
は

　

現
在
、肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
３
位
を
占
め
て
い

ま
す
。肺
炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最
も
多

く
、
重
症
化
し
や
す
い
も
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎

球
菌
は
、健
康
な
人
で
も
鼻
や
の
ど
か
ら
み
つ
か
る
菌

で
す
が
、
抵
抗
力
が
弱
ま
る
と
肺
炎
を
は
じ
め
、
髄
膜

炎
・
敗
血
症
・
中
耳
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
こ
の
う
ち
肺
炎

の
原
因
と
な
り
や
す
い
23
種
類
に
つ
い
て
感
染
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
り
、１
回
の
接
種
で
５
年
以
上
免
疫

が
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
「
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
す
べ
て
の
肺
炎
に
有
効
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
」こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

■
対
象
者
　

左
記
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
人

(1)
四
万
十
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

(2)
平
成
26
年
度
末
時
点（
平
成
27
年
３
月
末
）で

70
歳
以
上
の
人

　

（
昭
和
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

　

※

た
だ
し
、平
成
27
年
３
月
末
時
点
で
75
歳
に
な

　

る
人
で
、後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
以
外
の

　

人
が
74
歳
で
接
種
す
る
場
合
は
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
。

(3)
過
去
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人

　

■
接
種
回
数
　

１
回

　

■
対
象
期
間
　

９
月
30
日（
火
）ま
で

　
　

※

平
成
25
年
度
の
予
診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

　
　
　

で
、再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

■
助
成
金
額
　

４
千
円

医
療
機
関
で
定
め
る
接
種
料
金
か
ら
、４
千
円
を
差

し
引
い
た
金
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

■
申
請
方
法

　

本
庁
保
健
介
護
課
も
し
く
は
総
合
支
所
保
健
課
へ

接
種
費
用
の
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書

は
窓
口
交
付
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　

＜

申
請
に
必
要
な
物＞

　

印
鑑
・
本
人
確
認
書
類（
保
険
証
、免
許
証
な
ど
）・

委
任
状（
代
理
の
場
合
必
要
）

　

予
診
票
・
市
内
の
指
定
医
療
機
関
一
覧
表
・
接
種

を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
説
明
文
書
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
接
種
前
に
、
事
前
に
医
療
機
関
へ

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
任
意
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

被
接
種
者
と
接
種
医
と
の
相
談
に
よ
っ
て
判
断
し
、

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
接
種
の
努
力
義

務
は
か
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
効
果
・
副

反
応
等
十
分
に
ご
理
解
・
納
得
の
う
え
、接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
３
４
）０
１
７
０

　

え
っ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
　

（
担
当
　

米
津
）

　
　

☎
０
８
８
０（
６
６
）０
０
１
３ 

（
筒
井
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

こ
う
し
ゅ
く

じ
ょ
く
そ
う

【
基
本
編
】

【
応
用
編
】（
同
内
容
の
基
本
編
を
受
講
さ
れ
た
方
を
対
象
）

開
催
日

時
間

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
両
日
同
じ
内
容
）

移
乗

（
両
日
同
じ
内
容
）

寝
返
り

起
き
上
が
り

（
両
日
同
じ
内
容
）

姿
勢

内
容

会
場

参
加
費

５
月
８
日(

木)

７
月
９
日(

水)

８
月
21
日(

木)

10
月
８
日(

水)

11
月
13
日(

木)

１
月
14
日(

水)  

２
月
12
日(

木)  

１８：３０～２０：００

市民病院リハビリ室
またはあらたケアサービス

（※会場はお申し込みの際にご確認ください）

500円

開
催
日

時
間

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

寝
返
り
・
起
き
上
が
り

移
乗

姿
勢

内
容

会
場

参
加
費

６
月
11
日(

水)

９
月
10
日(

水)

12
月
10
日(

水)

３
月
11
日(

水)

１３：３０～１７：００

あらたケアサービス
セミナールーム

2,000円
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障害児・者の手当について
在宅の障害児・者に対して、次のような手当が支給されます。
新たに手当てを受ける場合は申請が必要となります。支給に該当すると思われる場合は、下記
までお問い合わせください。

※在宅の障害者に対する手当であるため施設に入所している場合は支給の対象外です。また扶養義務者
　等に一定額以上の所得がある場合も支給の対象外となります。
※認定に際しては診断書による判定が必要となります。

・1～2級程度の障害が2つ以上重複しているあるいは、1～2
級程度の障害と3級程度の障害が2つ以上重複している人
・重度の身体機能障害により、日常生活動作能力の評価が極
めて重度と認められる人
・内部障害により絶対安静の人
・精神又は知的障害により日常生活能力の評価が極めて重
度と認められる人

・身体障害1級程度の障害がある人及び2級程度の障害があ
る一部の人
・療育手帳A1またはA2の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級程度の障害がある人または4級程度の障害
がある一部の人
・療育手帳A1～A2、またはB1の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級手帳の交付を受けている人
・療育手帳A1～A2の人
・特別児童扶養手当1級の認定を受けている人

手当の種類
(手当月額 )

対象者 障害等の区分 備考

特別障害者手当
（26,000円）

障害児福祉手当
（14,140円）

四万十市心身
障害児扶養手当
(2,000円)

特別児童扶養手当
1級(49,900円)
2級(33,230円)

常時特別な介護を
必要とする在宅の
20歳以上の人

３カ月を超えて入院
している場合は支給
対象外となります。

障害を事由とする年
金を受給している場
合は支給対象外とな
ります。

常時介護を必要と
する在宅の20歳未
満の児童

20歳未満の児童を
自宅で養育してい
る保護者

【問い合わせ先】（本庁）福祉事務所　社会福祉係　　　 ☎（34）8088
　　　　　　　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎（52）1132

　

最
近
、歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
１
年
間
、
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
見
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
歯
周
病
で
す
。

《
歯
周
病
と
は
》

　

歯
周
病
は
、
あ
ま
り
痛
み
が
な
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
症
状
が
進
行
し
て
い
く

の
が
特
徴
で
、成
人
の
約
８
割
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
歯
を
支
え
る
骨
が
溶
け
て
歯
が
抜
け
て
い
く
怖
い
病
気
で
、

原
因
は
、歯
の
表
面
に
付
着
し
た
歯
垢
中
の
細
菌
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、歯
垢
が
た
ま
る
こ
と
で
歯
肉
に
炎
症
を
お
こ
し
、歯
肉
炎
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、こ
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
、細
菌
が
中
へ
侵
入
し
、歯
肉
の
中
ま
で
破
壊

し
て
歯
周
炎
に
な
り
ま
す
。

　

（
歯
肉
炎
）‥

歯
肉
だ
け
に
炎
症
が
あ
り
ま
す
。

　

（
歯
周
炎
）‥

歯
肉
だ
け
で
は
な
く
、重
症
に
な
る
と
歯
の
周
り

　
　
　
　
　
　

の
組
織（
骨
）が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

　

歯
周
病
は
中
高
年
に
多
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
，実
は
10
代

の
多
く
が
歯
肉
炎
に
、20
代
の
半
数
以
上
が
歯
周
炎
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
の
で
、

若
い
頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。

《
予
防
方
法
》

　

歯
周
病
の
予
防
に
大
切
な
の
は
、「
①
毎
日
の
歯
磨
き
」と

「
②
定
期
健
診
」で
す
。

　

①
毎
日
の
歯
磨
き

　
　

歯
垢
の
残
り
や
す
い
歯
と
歯
の
間
や
、歯
と
歯
ぐ
き
の
間
を
重
点
的
に
磨
く
よ
う

　
　

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
も
あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ

　
　

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

※
つ
ま
よ
う
じ
で
は
、食
べ
か
す
は
取
れ
ま
す
が
、歯
垢（
細
菌
）ま
で
は
取
れ
ま
せ
ん
。

　

②
定
期
健
診

　
　

歯
磨
き
に
加
え
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
年
に
１
〜
２
回
は
歯
科
医
院
で

　
　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
歯
を
保
ち
、い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
、

美
味
し
い
と
感
じ
る
楽
し
い
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
市
）保
健
介
護
課  

☎
　

(

３
４)

１
１
１
５

健康な歯ぐき 不健康な歯ぐき

平
成
26
年
5
月
号
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
18
歳
に
な
っ

た
年
の
年
度
末
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

や
、ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
診
療
分
の
一
部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額

は
除
く
）を
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。対
象
は
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯(※

)
で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら

助
成
し
ま
す
。

☆
平
成
26
年
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　

５
月
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
月

で
す
。

　

該
当
者
は
次
の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
　
　

５
月
７
日(

水)

〜
30
日(

金)

　

　
　
　
　
　
　
　

※

土
・
日
曜
日
、昼
休
み
は
除
く

受
付
場
所
　
　
　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
西
土

　
　
　
　
　
　
　

佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

持
参
す
る
も
の
　

健
康
保
険
証
、印
鑑 

な
ど

（※

）
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
０
歳
か
ら
15
歳

ま
で
の
年
少
扶
養
控
除
及
び
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
が
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
資
格
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
所
得
税
に
つ
い
て
、
年
少
・
特
定
扶
養
控
除
を
控

除
額
に
加
え
て
再
計
算
し
、
所
得
審
査
に
お
け
る
所

得
税
額
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】
　
　
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室

　
　
　
　
　

（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

市
で
は
、
障
害
の
た
め
に
言

葉
を
発
せ
ら
れ
な
い
人
を
対
象

に
『
四
万
十
市
メ
ー
ル
119
』
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
等
を
お
持
ち
の
人

で
、
外
出
中
に
病
気
に
な
っ
た

り
、
火
事
を
発
見
し
た
と
き
な

ど
、
携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー
ル

機
能
に
よ
り
四
万
十
消
防
署
に

緊
急
通
報
を
行
い
、
緊
急
車
両(

救
急
車
・
消
防
車)

の
出
動
要
請

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

聴
覚
障
害
、音
声
・
言
語
機
能

障
害
の
た
め
に
言
葉
を
発
せ
ら

れ
な
い
人
の
う
ち
、
四
万
十
市

内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

さ
れ
て
い
る
人
。

申
込
方
法

　

福
祉
事
務
所
へ
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。

　

申
込
書
類
は(

本
庁)

福
祉
事

務
所
、(

支
所)
保
健
課
に
配
置
し

て
い
る
ほ
か
、
左
記
ア
ド
レ
ス

ま
で
請
求
い
た
だ
け
れ
ば
登
録

様
式
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し

ま
す
。

※

携
帯
電
話
の
購
入
、
緊
急
通

　

報
時
の
通
信
に
か
か
る
費
用

　

は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

市)

福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
１
２
０

　

☎（
３
４
）８
０
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル
　

fukusi@
city.shim

anto.lg.jp

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
の

お
し
ら
せ

材料　（3人分）
・こんにゃく…………250ｇ（1袋）

・大根…………………300ｇ

・たけのこ（ゆで）……100ｇ

・鶏ミンチ……………100ｇ

・にんにく……………少々

・しょうが……………少々

・水……………………適量

・ごま油………………大さじ１

・しょうゆ…………（お好みで）

＜水溶き片栗粉＞

・片栗粉……………大さじ１

・水…………………大さじ１

・酒……………………大さじ1

・みそ…………………大さじ1

・砂糖…………………大さじ1

・オイスターソース…大さじ2

栄養成分（1人分）
エネルギー：178kcal
たんぱく質：10.4ｇ
脂質　　　：7.3ｇ
食物繊維　：4.7ｇ
食塩相当量：2.2ｇ

こんにゃくとたけのこの麻婆

四万十市立市民病院　管理栄養士　乾優衣

　おいしいこんにゃく、たけのこをいただいたので、食物繊維がたっぷり摂れ
るレシピを考えてみました。食物繊維の豊富な食材同士の組み合わせで、同量
の麻婆豆腐に比べて、食物繊維が3.6倍になり、便通改善に期待できます。具材
を大きめにして作ると食べ応えがあり、たっぷり食べれて満足の一品です。旬
に合わせて、れんこんやきのこを入れてもおいしいですよ。ぜひ、作ってみて
ください。

（所要時間約30分）

作
り
方

①大根、こんにゃく、たけのこを２㎝位の大きさに切り、たっぷりのお湯で、大根、こんにゃくをゆでる（大根が透き通
　るくらい）。しょうが、にんにくは、みじん切りにする。
②フライパンにごま油を熱し、しょうが、にんにくを軽く炒め、鶏ミンチを加えて炒める。
③さらにたけのことゆでた大根、こんにゃくを加えて少し炒め、Aの調味料と水をひたひたになるくらい加えて、大根
　が柔らかくなるまで煮る。
④お好みでしょうゆを加え、いったん火を止めて水溶き片栗粉を入れて混ぜる。再度火をつけ、トロミがつけば、完成
　です。

メ
ー
ル
119
の
ご
案
内

Ａ
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【
こ
れ
ま
で
は
】

　

未
支
給
年
金（
亡
く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）を
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、亡
く
な
っ
た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た「
配
偶
者
、子
、父

母
、孫
、祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
」で
し
た
。

【
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
】

　

こ
れ
ま
で
の
遺
族
の
範
囲
に
加
え
て
、「
そ
れ
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族（
甥
・
姪
、
お
じ
・
お

ば
・
子
の
配
偶
者
な
ど
）」ま
で
広
が
り
ま
す
。

　

＊
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の
死
亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
新
た
に
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
〉
　

１
親
等
　

子
の
配
偶
者
・
配
偶
者
の
父
母

２
親
等
　

孫
の
配
偶
者
、兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹
、配
偶
者
の
祖
父
母

３
親
等
　

曾
孫
、曽
祖
父
母
、曾
孫
の
配
偶
者
、甥
・
姪
、お
じ
・
お
ば
、甥
・
姪
の
配
偶
者
、お
じ
・
お

　
　
　
　

ば
の
配
偶
者
、配
偶
者
の
曽
祖
父
母
、配
偶
者
の
甥
・
姪
、配
偶
者
の
お
じ
・
お
ば

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

  

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
や
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、

相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て
運
転
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

日
時
　

５
月
15
日（
木
）
　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

　

場
所
　

西
土
佐
総
合
支
所

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

（
５
２
）１
１
１
１

四万十市 認知症の人と家族の会「たんぽぽの会」
　認知症介護についての悩みや不安を一人で抱え込んではいませんか。

　「たんぽぽの会」は参加者で思いや悩みを共有し、支え合うための座談会です。

　他の人にはなかなか分かってもらえないことも、同じ体験をしてきた人どうしなら分かりあえ、介護

で疲れたこころが少しでも楽になるかもしれません。初めての人の参加もおまちしています。

日　時　5月27日（火）13時30分～15時30分　　　場　所　市民病院 健康管理センター

　・家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。

　・四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

　・薬剤師さんの参加もあります。お薬のことの相談もできますよ。

【問い合わせ・申込先】

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　 （34）4528

（市）地域包括支援センター　　　　 （34）0170

　

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、

本
来
２
割
で
し
た
が
、
国
の
特
例
措
置
に
よ
っ

て
、平
成
26
年
３
月
ま
で
は
１
割
負
担
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
、
こ
の
特
例
措
置

が
左
記
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、高
齢
の
人
の
生
活
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、平
成

26
年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
か
ら
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

（
見
直
し
内
容
）

　

○
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
人

平
成
26
年
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口

負
担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。４
月

１
日
か
ら
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、保

険
証
と
は
別
に
３
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。

　

○
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の
人

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
誕
生
日
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

（
例
え
ば
、
平
成
26
年
４
月
２
日
〜
５
月

１
日
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
は
、５

月
の
診
療
か
ら
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。）

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り

　

３
割
負
担
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）
市
民
課
　

国
保
係
　
　
　
　
　

　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　

国
民
健
康
保
険

　

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

平
成
26
年
5
月
号
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいるこ
となど、気軽にご相談ください。電話相談だけでな
く、直接来所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない
　場合があります。

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

なかよく遊ぼう　①②③　

　グループのお友だちとおもちゃやままごとで仲良く遊ぼ

う！お外にはブランコやすべり台もあるよ！

①5月26日（月）、②27日（火）、③29日（木）
9：30 ～ 11：30
子育て支援センター

　

作って遊ぼう①②③

　紙コップでかえるのヨーヨーを作るよ！できたらお母さ

んと一緒に遊ぼうね♪

①6月3日(火)、②4日（水）、③5日（木）
9：30 ～ 11：30
子育て支援センター

　

親子で遊ぼう①②③

　お母さんと一緒に手遊びをしたり、歌や踊りを楽しみまし

ょう！

6月12日（木）　9：30 ～ 11：30
子育て支援センター

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ（0歳児・妊婦対象）　

〈ぽっぽで遊ぼう〉
　手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。お母さん同

士おしゃべりも楽しんでね！

5月30日(金)　9：30～11：30
子育て支援センター

〈親子で遊ぼう〉
　お母さんと一緒に手遊びをしたり、歌や踊りを楽しみまし

ょう！

6月10日(火)　9：30～11：30
子育て支援センター

　　　　

おしゃべり広場　（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

　元西南病院小児科医師・澤田　敬先生を招いて、子育ての

お話をしていただきます。ざっくばらんな会ですので、ぴよ

ちゃん、ぽっぽさん、どしどしご参加ください。

　子育ての悩みにも、お答えしていただけますよ。

5月20日（火）　10：00～11：30
子育て支援センター

　　

救命救急講座　（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

　これから大好きな水遊びが始まりますね。でも、ちょっと

した油断で重大な事故を起こすことも・・・そこで、四万十市

の消防職員による救命救急講座を開催します。

　AEDの使い方も教えてもらいましょう！

6月16日(月)　10：00～11：30
子育て支援センター

※おしゃべり広場と救命救急講座は自由参加です。初めての

人もお気軽にどうぞ。

時

場
時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名

愛 育 園

もみじ保育所

具 同 保 育 所

東中筋保育所

竹 島 保 育 所

八 束 保 育 所

下 田 保 育 所

古津賀保育所

川 登 保 育 所

あおぎ保育所

月日
5月13日
6月11日
5月 9日
6月10日
5月16日
6月12日
5月23日
5月21日
6月11日
5月20日
5月14日
6月12日
5月13日
6月10日
5月13日
6月10日
5月13日

火
水
金
火
金
木
金
水
水
火
水
木
火
火
火
火
火

時　間

９：３０～１０：３０

９:３０～１１:００

９：３０～１０：３０

９：３０～１１：００

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

１０：００～１１：００

９：３０～１１：００

９：３０～１０：３０

駐車場

なし

数台有

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

です！です！です！

※初めて参加を希望される人は準備の都合などがあります

ので、あらかじめご連絡ください。①などの番号がついて

いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

交
通
安
全
指
導
員

だ

よ

り
　

交
通
安
全
指
導
員

だ

よ

り
　

№11№11

駐
車
場
内
で
の
事
故
を
防
ご
う

　

県
内
で
は
、量
販
店
の
駐
車
場
内
で

高
齢
者
が
運
転
す
る
車
に
子
ど
も
が

ひ
か
れ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

①
進
行
す
る
時
は
常
に
徐
行
進
行

　

歩
行
者
等
に
注
意
し
、す
ぐ
に
止

ま
れ
る
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

②
車
の
死
角
に
注
意

　

駐
車
車
両
だ
け
で
な
く
、自
分
の

車
の
死
角
に
も
注
意
し
、確
実
に
安

全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
駐
車
す
る
ま
で
気
を
抜
か
な
い

　

目
的
地
ま
で
来
た
と
気
を
抜
か

ず
、駐
車
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
ま

で
運
転
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

④
小
さ
い
子
ど
も
は
一
緒
に
歩
く

　

子
ど
も
と
駐
車
場
を
歩
く
時
は
、

常
に
手
を
つ
な
ぎ
一
緒
に
歩
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
担
当
課
】

　

環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７
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5
平成26年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

5 （262冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

イン・ザ・レイン

悲しみは真の人生の始まり

サラリーマン介護

ソナチネ

どうか忘れないでください、子どものことを。

夢をあきらめなければ宇宙にだって行ける

わが子のスマホ・ＬＩＮＥデビュー安心安全ガイド

私に似た人

山下　貴光

柳田　邦男

池田　心豪

小池　真理子

佐々木　正美

星出　彰彦

小林　直樹

貫井　徳郎

999ひきのきょうだいのおとうと

きょうから飛べるよ

くま！くま！くまだらけ

時空をこえて魔境マジック

たっくんのあさがお

チャーリー、ただいま家出中

ちゃんとわかる消費税

ニャーロットのおさんぽ

村上　康成

小手鞠　るい

モーリス・センダック

三田村　信行

西村　友里

ヒラリー・マッカイ

斎藤　貴男

パメラ・アレン

★『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
』を
行
っ
て
い
ま
す
★

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。親
子
で
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

毎
週
日
曜
日

＊
時
間
　

10
時
20
分
〜
10
時
35
分（
２
歳
以
下
対
象
）

　
　
　
　

10
時
40
分
〜
11
時（
3
歳
以
上
対
象
）

＊
場
所  

　

図
書
館
　

お
は
な
し
の
部
屋

申
込
み
は
不
要
で
す
。当
日
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※
5
月
11
日
は
、「
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」を
行
い
ま
す
。

　
　

エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
人
形
が
と
び
だ
し
て
き

　
　

ま
す
よ
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
!!

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
May

　

保
育
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
日
本
で
使
わ
れ
た
の
は

1
8
9
6(

明
治
29)

年
の
こ
と
で
す
。

　

佐
竹
音
次
郎
は
、生
み
の
子
も
育
て
の
子
も
分
け
隔
て

無
く
愛
育
す
る
と
い
う『
聖
愛
一
路
』の
理
念
の
も
と
、全

て
の
子
ど
も
は
愛
児
で
あ
り
保
ん
じ
て
育
つ
よ
う
に
と
、

当
時
『
孤
児
院
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
施
設
を
『
小
児
保
育

院
』と
名
付
け
て
設
立
、運
営
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
音
次

郎
は
『
保
育
の
父
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
生
誕

1
5
0
年
を
記
念
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
演
会
　

〜
「
保
育
の
父
」
佐
竹
音
次
郎
に
ま
な
ぶ
〜
　

入
場
無
料

日
時：

 

５
月
24
日(

土)

　

14
時
か
ら

場
所：

 

竹
島
小
学
校（
四
万
十
市
竹
島
3
3
3
2
番
地
）

講
師：

 

高
知
大
学
准
教
授
　

玉
里
　

恵
美
子
　

氏

〜
音
次
郎
略
歴
〜

●
1
8
6
4(

元
治
１)

年
四
万
十
市
竹
島
に
生
ま
れ
、
地

　

元
の
小
学
校
教
員
を
経
て
上
京
し
、
医
学
を
志
す
。
聖

　

書
を
贈
呈
さ
れ
た
そ
の
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依

　

す
る
。

●
1
8
9
4(

明
治
27)

年
、神
奈
川
県
腰
越
で
開
業
。下
田

　

か
ら
妻
を
迎
え
入
れ
、腰
越
医
院
に
小
児
保
育
院
を
併

　

設
す
る
。

●
1
9
0
5(

明
治
38)

年
、
わ
が
子
ら
の
死
を
き
っ
か
け

　

に
医
業
を
廃
し
て
鎌
倉
小
児
保
育
園
を
設
立
し
、児
童

　

養
護
に
専
念
す
る
。

●
1
9
1
3(

大
正
２)

年
、
中
国
に
旅
順
支
部
を
開
設
し

　

た
の
ち
、朝
鮮
、台
湾
に
も
事
業
を
展
開
す
る
。

●
１
９
２
０(

大
正
９)

年
、
私
財
全
部
を
提
供
し
て
施
設

　

を
財
団
法
人
化
す
る
。

●
1
9
4
0(

昭
和
15)

年
、鎌
倉
の
地
に
て
永
眠
。

●
1
9
6
6(

昭
和
41)

年
、
音
次
郎
の
後
継
者
が
現
在
下

　

田
に
あ
る
若
草
園
を
鎌
倉
保
育
園
中
村
支
部
と
し
、運

　

営
を
支
え
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

若
草
園
　

☎（
３
３
）０
２
４
７

　

近
年
、オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
が
河
原
や
道

端
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。５
月

〜
７
月
頃
に
か
け
て
、

鮮
や
か
な
橙
黄
色
の

花
を
つ
け
ま
す
。き
れ

い
な
花
で
す
が
、外
来

種
で
繁
殖
力
が
強
く
、

日
本
の
生
態
系
に
重

大
な
影
響
を
お
よ
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
植

物
と
し
て
、外
来
生
物
法
に
よ
る「
特
定
外
来
生

物
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、

譲
渡
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

咲
い
て
い
る
場
所
か
ら
持
ち
帰
っ
た
り
、
自

宅
の
庭
や
花
壇
に
植
え
た
り
し
て
は
絶
対
に
い

け
ま
せ
ん
。
も
し
、
家
で
見
つ
け
た
場
合
に
は
、

種
が
で
き
な
い
う
ち
に
刈
り
取
る
か
、
根
か
ら

引
き
抜
き
そ
の
場
で
乾
燥
さ
せ
て
枯
死
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
徴
】

　

・
花
は
５
〜
７
月
頃
に
咲
き
橙
黄
色
。

　

・
直
径
４
〜
６
㎝
の
花
を
細
長
い
花
茎
の
先

　

  

に
つ
け
る
。

　

・
高
さ
50
〜
70
㎝
の
多
年
草
。

【
処
理
す
る
と
き
の
注
意
】

　

種
な
ど
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
た
後
、
そ

の
場
で
２
〜
３
日
天
日
に
さ
ら
す
な
ど
乾
燥
さ

せ
て
枯
死
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
普
通
ご
み
と
し

て
出
す
場
合
は
、必
ず
枯
死
さ
せ
た
後
、ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(

生
き
た
ま
ま
の
運
搬
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。)

　

特
定
外
来
生
物
に
関
す
る
法
律
規
制
内
容
な

ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、環
境
省：

外
来
生
物
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
n
v
.g
o
.jp
/
n
a
tu
re
/
in
tro
/

 【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

環
境
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
６

「
保
育
の
父
」と
呼
ば
れ
た
竹
島
出
身
の
偉
人

さ
た
け  

お
と
じ
ろ
う

佐
竹 
音
次
郎 

生
誕
記
念
講
演
会
の
ご
案
内

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　
　
　

(

特
定
外
来
生
物)

に
つ
い
て

【オオキンケイギク】

平
成
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　磯の水産動植物の採捕については、繁殖保護を図るため高知県漁業調整規則により禁止期間が定められてい
ます。これに違反して採捕した漁獲物や、その製品を所持・販売した場合にも同規則により、罰則が適用されま
すのでご注意ください。
　違反者には「6カ月以下の懲役」もしくは「10万円以下の罰金」が適用されます。

　買い手がいなければ密漁者たちの不法行為を防止することにもなりますので、密漁品と思われるものは購入
せず、警察に通報してください。また、密漁現場を見かけた場合も、直ちに警察に通報していただきますようご
協力をお願いします。
【問い合わせ先】（市）観光課 四万十川対策係　☎（34）1170

密漁は犯 罪です！

禁止期間

5月1日～9月15日

9月1日～翌年3月31日

9月1日～翌年3月31日

9月1日～翌年3月31日

9月1日～翌年2月末日

10月1日～翌年2月末日

10月1日～翌年6月30日

体長等の制限

殻長13cm以下

殻長3㎝以下

殻長9cm以下

名称

いせえび

とこぶし・あなごう

あわび

さざえ

てんぐさ類

ふのり

あらめ

※禁止期間外であっても漁業協働組合員でなければ採補できません。

★公共下水道への早期接続のお願い★★公共下水道への早期接続のお願い★
　供用開始区域になると、皆さんの家庭の台所、風呂、トイレなどからの汚水を公共下水道へ流すための
排水設備工事（宅内の配管等の工事）を行うことが、下水道法で義務づけられています。
　公共下水道ができても、その地域にお住まいの皆さんに利用していただけなければ、せっかくの施設
も効果を発揮することができません。
　公共下水道による公衆衛生の向上と生活環境の改善のため、早期の下水道接続をお願いします。
※　市では分流式下水道となっており、生活雑排水などの汚水と雨水は分けて処理されます。

　皆さんが行う排水設備工事の一時的な費
用負担を軽減するため、市内の金融機関と市
の契約による工事費の融資制度があります。
　この制度は、皆さんに金融機関から融資を
受けてもらい、その償還にかかる利子の全部
または一部を市が負担するものです。

融資あっせん利子補給制度

　排水設備工事が完了して、下水道を使用する
ようになったときから、下水道使用料を毎月納
めていただくことになります。
　この使用料は、下水処理施設の管理運営を行
うために必要な費用です。
　下水道使用料は、通常は上水道の計量メー
ターの毎月の使用水量により計算されます。
　また、地下水を汲み上げている場合は、市が貸
与する計量メーターで水量を認定します。

下水道使用料

　排水設備工事は、皆さんのご負担で行ってい
ただきますが、工事は市が指定した「指定工事
店」でなければ施工できません。
　50業者（平成26年度現在）を指定していますの
で工事費の見積金額を検討したうえで発注して
ください。

排水設備工事の施工は指定工事店で

【問い合わせ先】上下水道課　下水道係　（34）6129

【制度の内容】
◆融資限度額　50万円まで
◆償還方法　元金均等毎月償還(48回払い以内)
◆市が負担する利子の割合
　供用開始の日から排水設備工事の計画申請を提出す
　る時期に応じて次のように異なります。

※市が負担する利子以外の利子は、自己負担となります。
◆制度対象者の条件
　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備工事であ
　　ること。（新築の場合は対象外）
　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。
　☆市内に居住する連帯保証人１名を有すること。

6ヵ月以内
6ヵ月を経過し1年以内
1年を経過し2年以内
2年を経過し3年以内
3年を経過

利子の全額
80％
60％
40％
適用除外

指定工事店
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市営住宅入居者募集
住
宅
名
ほ
か
　

　

入
田
団
地
共
同
住
宅（
B
ー
3
0
3
号
室
）

所
在
地
　

四
万
十
市
入
田
3
5
8
9
番
地
１

構
　

造
　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建

間
取
り

　

６
畳×

２
間
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｗ
Ｃ
・
浴
室
・
物
置
　

建
築
年
　

平
成
11
年
度

家
　

賃
　

2
万
2
0
0
円
か
ら

　
　
　
　

※

入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
異
な

　
　
　
　
　

り
ま
す

入
居
資
格

　

〇
単
身
の
場
合
は
、昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前

　
　

に
出
生
の
方

　

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

○
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

募
集
案
内
配
布
お
よ
び
申
し
込
み
先

　

（
本
庁
）財
政
課

　

※

募
集
案
内
は
５
月
１
日(

木)

か
ら
配
布
し
ま
す

そ
の
他

　

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

受
付
期
間
　

５
月
１
日（
木
）〜
21
日（
水
）

入
居
予
定
　

６
月
下
旬

募
　

集

中国語講座開講 教
室
・
講
座

(市)教育委員会　生涯学習課　
☎(34)7311

お
知
ら
せ

　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、日
常

会
話
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
日

　

６
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
の

　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
等
は
休
講
と
な
り
ま
す
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

定
　

員
　

30
人
程
度

対
象
者
　

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
を
し
て
い

　

る
人

　

＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講
　

師
　

国
際
交
流
員
ほ
か

受
付
期
間

　

５
月
７
日（
水
）〜
23
日(

金)

　

＊
電
話
可

高知ファイティングドッグスvsソフトバンクホークス
開
催
日
　

５
月
５
日（
月
・
祝
）

試
合
開
始
　

13
時
か
ら

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

無
料（
四
万
十
市
後
援
試
合
）

　
　
　
　
　

試
合
前
も
お
も
し
ろ
い
！

☆
少
年
野
球
教
室
開
催（
予
定
）

　

試
合
終
了
後
、フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
選

　

手
に
よ
る
野
球
教
室
を
行
い
ま
す
の
で
、参

　

加
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

市
長
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
格
的
に
野
球
に
取
り
組
み
来
年
度
の
ド

ラ
フ
ト
指
名
に
む
け
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
若
者
を
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

試
合
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団

　

事
務
所
☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５
ま
で

　

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

開
催
日
　

５
月
５
日（
月
・
祝
）

試
合
開
始
　

13
時
か
ら

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

無
料（
四
万
十
市
後
援
試
合
）

　
　
　
　
　

試
合
前
も
お
も
し
ろ
い
！

☆
少
年
野
球
教
室
開
催（
予
定
）

　

試
合
終
了
後
、フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
選

　

手
に
よ
る
野
球
教
室
を
行
い
ま
す
の
で
、参

　

加
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

市
長
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
格
的
に
野
球
に
取
り
組
み
来
年
度
の
ド

ラ
フ
ト
指
名
に
む
け
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
若
者
を
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

試
合
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団

　

事
務
所
☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５
ま
で

　

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

（公財）四万十市体育協会　☎(37)4572　問

問 申

問 （本庁）財政課管財契約係
☎（34）6120

高めよう!「自助」の力
　3月14日未明に発生した伊予
灘を震源とする地震では、四万
十市でも震度4の揺れを記録し
ました。この地震発生時、動けな
かった・どうしたらいいか分か
らなかったという方や、この地
震をきっかけに、災害に備えて
何をしなければならないか気づ
かされた方も多くいたのではな
いでしょうか。
　地震をはじめ、災害はいつ、ど
のような規模のものが発生する
か分かりません。いつ来るか分
からない災害に対して怯えなが
ら暮らすより、災害について正
しく理解し、できることから備
えていくことが大切です。
　簡単に紹介すると…
　・日頃から家族で話し合う（災
　  害時の連絡方法等）
　・テレビ・ラジオ、県や市の防
　  災情報の確認
　・非常持出品・備蓄品の準備
　・室内の安全対策（家具転倒防
　  止対策等）
　・住宅の耐震化　等
　一度にやろうとするのではな
く、できることから１つずつ取
り組んでいきましょう。自分の
命を守るのは、やはり自分です。
災害に備えて「自助」の力を高め
ましょう。

問　地震防災課　☎（35）2044

四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦

新
加
入
選
手
デ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　

お
た
の
し
み
に

平
成
26
年
5
月
号
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問
高知地方法務局　人権擁護課
☎088（822）3503

催
　

し

働く婦人の家講座

男女共同参画社会推進事業　男性の料理教室 　

男
性
だ
け
で
楽
し
く
料
理
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、和
・
中
・
洋
の
中
で
も
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

①
５
月
31
日（
土
）②
６
月
21
日（
土
）

　

③
７
月
５
日（
土
）

　

土
曜
日（
全
３
回
）
　

10
時
30
分
〜
13
時

　

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
　

２
F
調
理
室

講
　

師
　

山
﨑
　

ミ
ヨ
コ
　

対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
性

　

（
３
回
全
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。）

定
　

員
　

男
性
８
人

材
料
費

　

１
８
０
０
円（
初
回
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

用
意
す
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具

内
　

容

　

①
和
食

　

「
魚
の
煮
つ
け
・
す
ま
し
汁
・
き
ゅ
う
り
の
酢
の

　

物
・
ご
は
ん
」

　

②
中
華
　

「
酢
豚
・
中
華
ス
ー
プ
・
ご
は
ん
」

　

③
洋
食

　

「
ピ
ザ
・
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
・
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
・

　

バ
ナ
ナ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

申
込
方
法

　

５
月
12
日（
月
）か
ら
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話

　

で
受
付

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間

　

９
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

四国一斉!12時間電話相談 　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、左
記
の
と
お
り
12
時
間
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

６
月
２
日（
月
）

時
　
　

間    

９
時
か
ら
21
時
ま
で

電
話
番
号    

０
１
２
０
ー
４
５
９
ー
７
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
し
こ
く
　

な
や
み
な
し
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

取
扱
内
容

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、家

　

庭
お
よ
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
人
権
問
題

　

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

　

※

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　西土佐ふれあいホールにて健康づくり講座を開催します。
　ダイエットに、ゆがみのない自然な身体づくりに骨盤体操をしませんか。最後はお子様も一緒に楽しめるフィット
ネスダンス～ひばりエクササイズやキッズダンス～を体験していただけます。
　この機会にぜひご参加ください。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。
【対象】市内に居住または勤務する女性（子どもも可）
　　　※フィットネスダンスについてはお子様も楽しめる内容です。5回目はぜひお子様と一緒にご参加ください。
【講師】シミズダンススタジオ

教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（34）6299

問
高知地方法務局　人権擁護課
☎088（822）3503

（市）人権啓発課
☎（35）1035　月～金　8時30分～17時15分（12時～13時／祝日は除く）

相
　

談

くらしの悩みごと相談所 　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
に
て
、

左
記
の
と
お
り
、「
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

６
月
３
日（
火
）
　

　
　
　

10
時
〜
16
時
ま
で（
相
談
受
付
は
15
時
30

　
　
　

分
ま
で
）

会
　

場
　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

　
　
　
　

（
高
知
市
栄
田
町
２
ー
２
ー
10
）

相
談
担
当
者

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、家

　

庭
お
よ
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
法
律
・
人
権

　

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

＊
相
談
は
無
料
で
，相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
　

談

健康づくり講座
1回目～4回目：骨盤体操
5回目：フィットネスダンス

5月29日～6月26日
毎週木曜日
（全5回）

19時30分～
20時30分

西土佐ふれあいホール
（西土佐用井1101-5） 無料30人

程度

運動のできる服装、タオル、
敷物（ヨガマットやバスタオ
ル・アルミのシート等）
運動靴（上履き）、水（水筒等）

期日講座名
項目 時間 場所 受講料 用意するもの定 員

問 申

問 申

26
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教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 5・6月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日　　時

5月13日（火）
14:00～17:00 5月12日（月）

まで

5月14日（水）
まで

30人

5月23日（金）
まで

20人

20人

場　　所 内　　容 募集期間 定員講　　師

◎ナス科野菜の定植
※天候や圃場の状況により内容の変更あり
※農作業のできる服装でお越しください

◎副（複）業型自伐林業のススメ

◎軽架線による材搬出研修
※山で作業できる服装でお越しください
※当日のお弁当・お飲物はご持参ください

◎地域まるごと販売術

◆高付加価値農産
　物生産計画・技術
　力向上研修

◆民有林活用研修

◆新規創業・事業　
　拡大セミナー

実地研修
鍋島圃場

座学
市立文化センター１F中会議室

実地研修
四万十市佐田の山林

5月14日（水）
9:00～12:00

5月21日（水）
14:00～16:30

5月22日（木）
9:00～15:00

5月26日（月）
15:00～17:00

市立中央公民館
3Ｆ研修室Ⅱ

山下　一穂
（有機のがっこ
う「土佐自然塾」
塾長）

中嶋　健造
（NPO法人土佐の
森・救援隊　理
事長）

松崎　了三
（田舎まるごと
販売研究家）

6月2日（月）
まで

20人◎簡単!今から出来る売れる商品の作り方◆新規創業・事業
　拡大セミナー

6月3日（火）
14:00～16:00

市立中央公民館
3Ｆ研修室Ⅱ

奥谷　敦子
（奥谷商売研究
所　代表）

林業支援講習の受講者募集

中村特別支援学校　公開授業ウィーク 　

中
村
特
別
支
援
学
校
は
、小
学
部
、中
学

部
、高
等
部
、訪
問
学
級
の
あ
る
特
別
支
援

学
校（
知
的
障
害
・
肢
体
不
自
由
）で
す
。児

童
生
徒
た
ち
は
社
会
自
立
に
向
け
て
、

日
々
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
、子
ど
も
た
ち
の
こ

と
や
学
校
の
こ
と
、授
業
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、左
記
の
期
間
に

公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が

待
っ
て
い
ま
す
。

※

み
な
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　

に
よ
り
、授
業
を
見
直
す
機
会
に
も
で

　

き
る
と
考
え
て
い
ま
の
で
、ア
ン
ケ
ー

　

ト
等
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時

　

６
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

　

８
時
50
分
〜
15
時
30
分

　

（
月
・
水
／
小
学
部
は
14
時
35
分 

ま
で
）

場
　

所

　

県
立
中
村
特
別
支
援
学
校（
古
津
賀
３
０

　

９
１
）

お
知
ら
せ

 県立中村特別支援学校
☎（34）1511　FAX（34）1625（担当　下村・西尾）

問

第57回 金婚夫婦祝福式典 　

高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社
会

福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
資
　

格

　

昭
和
39
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に

婚
姻
届
を
し
て
い
る
高
知
県
在
住
の
ご
夫
婦（
そ
れ

以
前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申
し
込
む
人
は
可
）。

　

※

事
情
に
よ
り
婚
姻
届
け
出
が
遅
れ
た
人
は
高
知

　
　

新
聞
社 

☎
０
８
８(

８
２
５)

４
３
２
８
ま
で
ご

　
　

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

・
〒
７
８
０‐

８
６
６
６（
住
所
不
要
）

　

（
株
）高
知
新
聞
企
業 

事
業
企
画
部「
金
婚
式
」係

　

６
月
23
日（
月
）必
着

　

・
〒
７
８
７‐

８
５
０
１

　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４‐

10

　

四
万
十
市
役
所 

保
健
介
護
課 

高
齢
者
福
祉
係

　

６
月
19
日（
木
）必
着

　

・
〒
７
８
７‐

１
６
０
３
　

　

四
万
十
市
西
土
佐
用
井
１
１
１
０‐

28

　

西
土
佐
総
合
支
所 

保
健
課

　

６
月
17
日（
火
）必
着

■
必
要
書
類

　

・
ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

　

   

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
、謄
本
で
も
可
）

　

・
便
せ
ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
、住
所（
ふ
り
が

　

   

な
）、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、

　

   

結
婚
記
念
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
式
典
日
時
　

９
月
１
日（
月
） 

14
時
開
始

■
式
典
会
場
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

※

参
加
者
へ
の
通
知
は
、８
月
中
旬
ご
ろ
高
知
新
聞
社

　

よ
り
は
が
き
で
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
。

催
　

し

（本　　庁）保健介護課 高齢者福祉係　☎（34）1165
（総合支所）保健課　　　　　　　　　 ☎（52）1132
問

小学部　生活単元学習（調理）

中学部 作業学習（木工）
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催
　

し

平成26年度四万十シルバー教室のご案内
シルバー世代の皆さん。仲間と楽しい時間を過ごしませんか？お気軽にご参加ください。
一人3講座まで受講できます。
◆対象者　四万十市内在住の60歳以上の方　◆開催期間　平成26年6月～平成27年3月　（毎月2回開催）

◆申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、公民館事務室へ提出。電話での申し込みもできます。
◆申込締切　5月16日（金）※土・日・祝日は除く（締め切り厳守）
◆四万十シルバー教室開級式
　日時 6月2日（月）13時30分～15時　場所 市立中央公民館 2階大ホール

（市）教育委員会生涯学習課
☎ (34)7311

問 申

講座名
ダ ン ス
家庭園芸
水 彩 画
謡 曲
詩 吟
生 け 花
書 道
民 踊
楽しい踊り
編 み 物

講師名

岡 村 　 眞 弓

池 田 　 嘉 夫

野村　ナナミ

原 田 　 勝 美

山 口 　 禮 子

加 用 　 幸 子

柿 葉 　 梢 風

福 田 　 清 子

岡 村 　 眞 弓

川 田 　 千 春

備考
靴が必要（レクダンス・フォークダンス・創作ダンス等）
用具は各自が用意（実技の時のみ）
用具は各自が用意
稽古本が必要

花代実費が必要
用具は各自が用意
靴が必要
靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊等）
用具・材料は各自が用意

学習日
第１・３　月曜日　午前
第１・３　月曜日　午後
第２・４　月曜日　午後
第１・３　水曜日　午前
第１・３　水曜日　午後
第２・４　火曜日　午前
第２・４　水曜日　午後
第２・４　木曜日　午前
第１・３　金曜日　午前
第２・４　金曜日　午後

＊時間　　午前の部　9時30分～12時　　午後の部　13時30分～16時
＊月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。講座により金額は異なります。

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

高知地方法務局
四万十支局 
☎ （34）1600
FAX（34）1601

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

5月19日（月）
13時～16時

社会福祉センター

6月1日（日）
9時～12時

西土佐
ふれあいホール

高知地方法務局
四万十支局

5月12日（月）
13時～15時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

6月1日（日）
9時～12時

西土佐
ふれあいホール

《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、事前予約制・1人30分以内）

行政相談所

高知地方法務局
四万十支局
☎ （34）1600
FAX（34）1601

5月19日（月）
13時～16時

社会福祉センター

6月1日（日）
10時～12時
13時～15時

ＪＡ高知はた
中村東部出張所

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

特設人権相談所

弁護士資格のある
人権擁護委員による
特設人権相談所
※要事前予約（電話、FAX）

四万十川花紀行 トンボ自然公園「花菖蒲まつり」 　

約
40
品
種
１
万
株
の
花
菖
蒲
が
見
頃

を
迎
え
ま
す
。

　

満
開
の
〝
花
菖
蒲
〞
の
中
を
の
ん
び

り
散
策
し
ま
せ
ん
か
。皆
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※

当
日
は
四
万
十
川
学
遊
館
入
館
料

　
　

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

日
　

時
　

　

５
月
31
日（
土
）
　

10
時
〜
15
時

　

※

雨
天
中
止（
小
雨
決
行
）

場
　

所
　

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

　

（
具
同
８
０
０
５-

５
）

催
し
物
　

　

ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
づ
く
り（
体
験
料
２
０

　

０
円
）、宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
、ウ
ラ
ジ
ロ

　

と
ば
し
ゲ
ー
ム
、願
い
を
込
め
た
花
菖

　

蒲
貼
り
絵
コ
ー
ナ
ー
、花
菖
蒲
ガ
イ
ド

　

（
無
料
）10
時
〜
11
時
、13
時
〜
14
時
、

　

ち
ら
し
寿
司
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、焼

　

き
そ
ば
の
販
売（
具
同
婦
人
会
）

【
ゲ
ー
ム
に
関
す
る 

問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
川
学
遊
館
内

　

☎（
３
７
）４
１
１
０

催
　

し

（一社）四万十市観光協会
☎（35）4171

問
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四
万
十
市
に
き
た
時
、
ド
キ
ド

キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
心
の
中
で

小
さ
な
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
周
り
か
ら
暖
か
い
支
援
を
い

た
だ
き
、
す
く
す
く
成
長
し
て
き

て
、
途
中
で
汗
や
涙
に
や
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
見
事
に

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

来
日
当
初
は「
ワ
タ
シ
の
人
生
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
と
偉
い
こ
と
を

い
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
た
か
、
と
最
近

い
つ
も
自
分
に
問
い
か
け
て
い
ま

す
。た
ぶ
ん
、人
生
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
い
う
よ
り
、
考
え
方
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
っ
た
ほ
う
が
適

切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
つ
く
づ
く

と
実
感
し
ま
し
た
。「
草
の
根
の
交

流
」。こ
れ
を
国
際
交
流
員
の
使
命

と
し
て
抱
い
て
い
る
自
分
は
、
こ

と
ば
の
壁
、文
化
の
壁
、そ
し
て
何

よ
り
も
価
値
観
と
考
え
方
の
壁
に

ぶ
つ
か
り
、
先
入
観
や
偏
見
を
も

た
ず
に
、
冷
静
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
国
際
化
を
実
現

す
る
に
は
、
何
事
も
マ
ス
コ
ミ
報

道
を
う
の
み
に
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
必
要

だ
と
信
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
手
を

使
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、

勉
強
不
足
で
経
験
が
浅
い
た
め
、皆

さ
ん
の
ご
期
待
に
十
分
に
応
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
、
少
し
で
も
リ
ア
ル

な
話
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
ま

し
た
ら
光
栄
で
す
。自
分
も
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
体
験
で
き
、思
い
出
を

い
っ
ぱ
い
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を

持
ち
帰
っ
て
、周
囲
の
人
々
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

別
れ
る
日
が
迫
る
中
、こ
の
一
年

間
の
出
来
事
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た

り
、茶
道
や
華
道
の
勉
強
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。わ
ず
か
３
カ
月

し
か
習
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、奥

深
い
茶
の
湯
の
世
界
と
お
花
の
世

界
に
少
し
触
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力

を
味
わ
い
ま
し
た
。お
か
け
で
利
休

忌
や
菜
の
花
ま
つ
り
の
お
茶
会
に

も
参
加
で
き
、貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。茶
道
と
華
道

の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、合
気
道
な
ど
も
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
、充
実
し
た
一
年
間
を
送

り
ま
し
た
。

　

前
の
生
活
に
す
っ
か
り
慣
れ
て

き
て
、
初
心
を
忘
れ
か
け
た
と
こ

ろ
、
四
万
十
市
に
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。四
万
十
市
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、一
年
間
を
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。

　

人
生
で
二
度
な
い
経
験
を
活
か
し

て
、こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
中
日

友
好
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

人
生
何
処
不
相
逢（
人
生
の
中
で

た
と
え
離
れ
て
も
、ま
た
巡
り
合
う

機
会
が
あ
る
）
。
さ
よ
う
な
ら
な
ん

て
言
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。お
別
れ

と
は
再
会
す
る
た
め
に
あ
る
も
の

だ
と
信
じ
、ま
た
ど
こ
か
で
会
え
る

日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
い
た
ら
、帰
っ
て
く
る
け
ん
。

　
　
　
　
　

皆
さ
ん
、お
元
気
で
。

遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ

国
際
交
流
員
　

劉
　

博

り
き
ゅ
う

飛躍への挑戦！高知県産業振興計画シンポジウム
　高知を元気にするためにできることを一緒に考えてみませんか。尾﨑知事も参加して、実際に県内で取り組ま
れている事例に触れながら、講演やパネルディスカッションを行います。

日時　5月16日（金）14時～17時
会場　市立中央公民館（右山五月町）
事例発表者
　・（一社）幡多広域観光協議会（四万十市）
　・石田蘭園（宿毛市）
　・JA四万十みどり市女性部手づくりキッチン（四万十町）

【問い合わせ・申込先】
　（県）計画推進課　　☎088（823）9334

自衛官・予備自衛官補　募集案内
18歳～54歳まで各種募集種目があります。

応募資格、受付期間に関するお問い合わせにつきましては下記までお問い合わせください。

問　防衛省・自衛隊　高知地方協力本部　四万十地域事務所　☎（35）3096　担当：杉中　　　　　

き
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く109

　

高
齢
者
社
会
の
す
ぐ
れ
た
点
は
、

人
権
問
題
の
中
の
大
切
な
分
野
で
あ

る
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
可
能

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

敗
戦
後
の
新
憲
法
は「
男
女
平
等
」

の
理
念
を
大
き
く
掲
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
事
柄
で
し
た
。
あ
れ
か
ら

70
年
、
考
え
方
は
国
の
隅
々
ま
で
伝

わ
っ
て
い
き
、
今
で
は
そ
れ
を
否
定

す
る
者
は
誰
一
人
い
な
く
な
っ
た
と

い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
役
割
は

明
ら
か
に
違
っ
て
い
ま
し
た
。
男
は

仕
事
、女
は
家
庭
が
当
然
と
考
え
、い

つ
も
家
の
片
隅
で
お
さ
ん
ど
ん
に
従

事
す
る
女
性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
で
は
平
等
と
は
名
ば

か
り
で
す
。
そ
の
た
め
新
し
い
社
会

で
は
、
男
女
は
共
同
参
画
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
男
性
も
育
児
に
従
事
し

炊
事
洗
濯
家
事
全
般
も
受
け
持
ち
、

女
性
も
外
で
仕
事
を
と
の
考
え
が
大

切
と
な
り
ま
し
た
。が
、事
は
そ
れ
ほ

ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
迎
え
た
高
齢
者
社
会

で
は
家
の
中
で
連
れ
合
い
に
ば
か
り

す
が
っ
て
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と

を
悟
り
ま
す
。
互
い
に
支
え
合
わ
な

け
れ
ば
、
老
後
を
生
き
抜
け
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
若
い
時

に
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
、
夫
婦
で

歩
調
を
そ
ろ
え
る
必
要
性
を
こ
の
齢

に
な
っ
て
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。こ
う
し
た
男
女
共
同

参
画
の
理
念
を
地
で
い
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
、高
齢
者
に
な
っ
た

お
か
げ
、人
権
の
最
先
端
を
生
き
て

い
る
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

四
点
目
は
、生
涯
学
習
社
会
を
実

践
で
き
る
こ
と
で
す
。生
き
て
い
く

こ
と
だ
け
に
精
い
っ
ぱ
い
、他
の
こ

と
に
は
目
を
向
け
る
余
裕
が
な

か
っ
た
若
い
頃
、俺
の
や
り
た
い
こ

と
は
他
に
あ
る
の
だ
、と
い
い
な
が

ら
も
、
人
生
50
年
と
い
わ
れ
た
社
会

で
は
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
一
生
で
し
た
。と

こ
ろ
が
、そ
ん
な
こ
と
で
は
こ
の
世

に
別
れ
る
こ
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
定

年
後
の
20
年
〜
40
年
が
当
た
り
前

の
世
の
中
と
な
り
、今
ま
で
や
り
た

く
て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
新

し
く
始
め
る
た
め
の
時
間
が
た
っ

ぷ
り
で
き
ま
し
た
。高
齢
者
社
会
の

大
き
な
利
点
だ
と
い
え
る
の
で
す
。

専
門
バ
カ
、
バ
ッ
カ
リ
人
生
、
な
ど

と
言
わ
れ
た
時
代
に
さ
よ
う
な
ら

で
す
。

　

第
五
点
目
は
、実
の
子
が
老
親
の

面
倒
を
み
る
こ
と
が
当
た
り
前
と

い
わ
れ
て
き
た
わ
が
国
が
、そ
ん
な

こ
と
の
で
き
な
い
時
代
へ
と
変
化

し
ま
し
た
。
他
人
と
の
協
調
・
共
生

へ
の
転
換
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
次
号
へ

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

加
用
 

心
虹

大
杉
 

貫
太

松
下
 

希
生

松
田
 

悠
里

原
本
 

紗
那

永
木
 

晴
琉

矢
野
 

碧
大

今
津
 

葵

松
田
 

怜
奈

上
岡
 

詩

池
本
 

銀

堺
 

心
波

新
玉
 

結
亮

 

藤
本
 

宙
音

こ
こ

か
ん
た

き
い

ゆ
う
り

さ
な

は
る

あ
お
と

あ
お
い

れ
い
な

う
た

ぎ
ん

こ
こ
な

ゆ
う
す
け

そ
ら
ん

康
人

和
將

泰
生

尚
大

貴
弘

寛裕
大

英
将

慎
二
郎

博
明

潤大
也

誠洋
二

（
平
成
26
・
４
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
百
笑
町

中
村
天
神
橋

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
新
町

古

津

賀

古

津

賀

安

並

安

並

具

同

渡

川

渡

川

山

路

間

崎

下

田

双

海

蕨

岡

甲

蕨

岡

甲

田
野
川
甲

敷

地

敷

地

岩

田

97858890647493837881959279928489878797879086

中
村
大
橋
通

駅

前

町

安

並

古

津

賀

入

田

具

同

具

同

具

同

具

同

有

岡

竹

島

下

田

西
土
佐
津
賀

（

再

掲

）

中
村
四
万
十
町

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
親
族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

若

藤

川

登

片

魚

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
用
井

西
土
佐
江
川

西
土
佐
江
川

西
土
佐
江
川

西
土
佐
江
川

918785959483768389946879

土
居
 

ス
エ
オ

伊
與
田
 

輝
代

秋
森
 

秀
穗

土
居
 

常
實

森
 

儀
助

岡
田
 

一
記

竹
葉
 

義
男

髙
橋
 

楠
惠

市
川
 

八
重
子

大
森
 

一
惠

吉
村
 

直
美

武
内
 

　

義

安
田
 

久
代

上
岡
 

千
賀

戶
田
 

榮

山
下
 

克
已

野
中
 

純
造

篠
田
 

静
江

　

川
 

文
作

古
市
 

尚
美

岡
本
 

千
里

濱
田
 

至

山
口
 

初
子

美
口
 

義
井

細
木
 

幸
子

伊
賀
原
 

満 

沖
 

美
津
子

西
尾
 

哲
子

福
本
 

順
一

福
本
 

正
子

左
古
 

壽
喜

山
本
 

繁
則

浦
田
 

志
津
子

今
倉
 

正
江

広聴ファックス

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤルしこくななはちなな

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤルしこくななはちなな

みなさんの声を聴かせてください
　｢開かれた市政」を推進するために、市民の皆さ

ん一人ひとりが持っている市政に対する意見、提

言や要望、苦情などをお聴かせください。　

広聴メール
四万十市公式ホームページ上に設けています

http://www.city.shimanto.lg.jp/
四万十市公式ホームページ上に設けています

http://www.city.shimanto.lg.jp/
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小
生
は
、四
万
十
川
を
心
よ
り
愛
す
る
ア
ユ

釣
り
師
で
す
。
東
京
の
雑
踏
の
中
か
ら
、
四
万

十
市
に
通
い
だ
し
て
３
年
、
ゆ
っ
く
り
と
お
お

ら
か
に
流
れ
る
四
万
十
川
に
毎
年
癒
さ
れ
、
生

き
る
活
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。四
万
十
の
自

然
、
そ
し
て
人
々
、
そ
の
温
か
さ
に
本
当
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
か
ら
友
人
の
い
る
江
川
崎
に
行
く
の

に
、
い
つ
も
通
る
国
道
４
４
１
号
線
。
初
め
は

こ
れ
が
国
道
と
お
も
わ
ず
叫
び
た
く
な
る
よ

う
な
細
く
、曲
が
り
く
ね
っ
た
道
。そ
の
上
、一

車
線
に
な
る
所
も
。
で
も
あ
る
時
、
ふ
っ
と
気

づ
い
た
の
で
す
。
行
き
か
う
車
か
ら
必
ず
も
ら

え
る
挨
拶
。
手
を
上
げ
る
人
も
い
れ
ば
、
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
プ
ッ
と
鳴
ら
す
人
も
。
み
ん
な
、

〝
あ
り
が
と
う
ね
！
気
を
つ
け
て
ね
！
〞
と

笑
顔
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。な
ん
て
や
さ
し
い

道
な
の
で
し
ょ
う
！
私
は
、手
を
上
げ
て
挨
拶

す
る
の
が
、う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
、
優
し
く
な
っ

て
い
る
自
分
を
教
え
て
く
れ
る
道
、
そ
う
、
サ

ン
キ
ュ
ー
ロ
ー
ド
と
私
は
呼
ん
で
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
投
稿
者
　
　東

京
都
世
田
谷
区
在
住
　
　

堀
井
凡
児
）

四万十市　木村千春
 & アロハ チーム

（投稿者：四国ディスクドッグクラブ　吉岡）

国
道
４
４
１
号
線
は

　
　
　
　

サ
ン
キ
ュ
ウ
ロ
ー
ド
！

国
道
４
４
１
号
線
は

　
　
　
　

サ
ン
キ
ュ
ウ
ロ
ー
ド
！

市民のひろば市民のひろば

７月１日（火）から
　ごみ処理手数料
　が変更になります

７月１日（火）から
　ごみ処理手数料
　が変更になります

お知らせお知らせ

・対象となるごみ ・・・ 直接持ち込まれる家庭ごみ
・変更内容 ・・・・ 
　　（変更前）処理手数料10㎏あたり50円

（変更後）処理手数料10㎏あたり130円

◎今月より平成２５年度に開催した「人権絵画標語展」の入賞作品

　を毎月紹介します。

【絵画の部】
  ・市長賞

 　「虫取り楽しいな」

【標語の部】
  ・市長賞

だいじょうぶ　

　安心しなよ　

　　みんないる

※所属校・学年は受賞当時のものです。

幡多広域市町村圏事務組合
幡多クリーンセンター  ☎（31）2600

または （市）環境生活課　☎（34）6126

お問い合わせ

伊藤　空くん
いとう そら

（中村小学校２年）

森島　優香さん
もりしま ゆうか

（川登小学校６年）

　来る5月24日(土)～25日(日)に、「赤鉄橋下特設
フィールド」にて第9回四万十ディスクドッグカッ
プが開催されます。
　この競技会は10月に米国で開催される世界選手
権の西日本予選を兼ねており、上位5チームが出場
資格を得ます。この資格取得を目指して、日本各地
から優れたフリースタイルチームが40チーム以上
集まり、手に汗握る熱戦を繰り広げます。
　日本のディスクドッグのレベルは大変高く、世
界の大会で表彰台を日本人が独占することも多く

なってきました。この大会にも世界のトッププレイヤーが何人も参加予定です。また、地元四万十にも、
上位を狙える実力を持つチームが幾つもあり、盛り上がりが期待されます。
　犬たちの走っている姿、跳躍の美しさ、人と犬とのコンビネーションの素晴らしさは、一見の価値が
あります。お誘いあわせの上、ぜひ会場に足をお運びください。
　ご観覧は無料です。

平
成
26
年
5
月
号

31



㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

土

日

月

火

土

日

土

日

土

日

土

日

5月3日

4日

5日

6日

10日

11日

17日

18日

24日

25日

31日

6月1日

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本  庁) 上下水道課 ☎（34)1711
（総合支所）産業建設課 ☎（52)1111

吉井病院

市民病院

中村クリニック

さくらクリニック

正木整形外科

市民病院

森下病院

市民病院

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

土

日

月

火

日

日

日

日

月

月

5

6

 3

4

5

6

11

18

25

1

☎（ 3 4 ）5 0 0 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）5 1 0 0

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）5 2 5 2

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
 事前に電話でお問い合わせください。
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し
ま
り
な
と
当
担
報
広
に
り
ぶ
年
４

が
す
で
間
年
半

…

）

 

よ
ぞ
う
ど
で
の
す
ま
き
い
て
め
努
に
成
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に
と
こ
る
い
て
し
ろ
ご
ろ
ご
は
に
常
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が
な
し
識
意
を
と
こ
い
た
り
知
・
い
た

 

真 

「広報四万十」6月号は5月28日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は5月28日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は5月28日(水)発送予定です

5月実施の統計調査

調 査 名 該当地区

家計調査 赤松、渡川、具同田黒、丸の内

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課 ☎088(823)9344

広報

広報

人 （
人 （
人 （
世帯（

ー140
ー  77
ー  63
ー  37

）
）
）
）

35,450
16,755
18,695
16,404

人
人
人
人

244
349
13
47
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